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の測量･測定器

晴度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡
付大型両面気泡管等を備えて、水準測量をはじめ

あらゆる測量にこの一台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管：両面型5．2％ミラー付

磁石分度：内径70％1．又は30目盛

高度分度：全円1°目盛

水平分度：5分目盛0-bac帰零方式

望遠鏡；12倍反転可能

菫量:13009

LS-25

《ルトラコンし

二人が同時視できる最高水準の双視実体鏡
●

判読作業、討議、初心者教育、説明報告に偉力

を発揮します。眼基線調整、視度調整、Yバラ

ラツクス調整等が個人差を完全に補整します。

5葎変換倍率及び視野？15×…州50％

●

叡璽
3×…”5％

230%×230%

6W螢光灯2ケ

8.5kg(本体）

8.0kg(木製ケース）

標準写真寸法

照明装置
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（牛方式双視実体鏡）

コンドルT-22Y
謡

たコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は頂点をボｲﾝﾄするだけ､ﾌ1ｲ型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー

スする必要がありません。微小図形から長大図面

まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ

クな姿勢で測定できます｡亨型はあらゆる測定デ
ータを記録するミニプリンターを装備し、しかも

外部のコンピュータやプリンターとつなぐための

インターフェイスを内蔵しています。

〉■直線図形は1頁点をポイントするだけで迅速測定

■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:005mmの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用

<特長〉

LI

鬮
X-PLAN"ｲﾉi

■3点ポイントによる円弧処理

■カタカナ表示の操作ガイド

■座標軸が任意に設定できる

■データのナンバリング機能、等

エクスブラン デーアイ

X-PLAN360d/360L
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崎

新年のごあいさつ

全国の会員の皆様，輝かしい昭和63年の新春を心からお慶び申し上げます。

今年も除夜の鐘の音を聞きながら過ぎ去りし一年をしめくくり，すがすがしい気

分で新しい年をお迎えのことと存じます。

私，昨年5月末の総会において，皆様のご指名により当協会の理事長をおおせ

つかりましたが，その後おかげさまで当協会の運営も順調に推移いたしておりま

すことに対し，心から御礼申し上げたいと思います。

年年歳歳年改まりますと，今年こそはこれをと目標を掲げ果敢に挑戦を試みな

がらも，結局はしり切れとんぼといった繰り返しを反省していますが，私的なこ

とはさておき，ようやく明るさの見えはじめた林業・林産業界にとって，今年こ

そ光が定着する年であるよう念ずるものであります。

昨年は，住宅着工も上向き，木材価格もようやく上昇に転じ，明るいムードに

なってまいりましたが，都心部から周辺部に及ぶ土地価格の急騰，いっそう進む

円高，株価の乱高下といった悪材料のなかで，林業・林産業に当たりかけてきた

明かりも，いつまた暗くなりかけるやら，森林所有者まで光が当たりきらないう

ちに，また元へ戻るのではないかとの懸念にかられます。

一方，ここ数年，年とともに国民の森林の機能に対する期待が高まってきてお

り，林業に携わる私どもは，誇りを持って自分の仕事に打ち込める幸せをかみし

めて，新たな年を迎えられることを皆様とともに喜びたいと思います。

日本の森林も戦後40数年を経て，国民挙げての努力により，戦中・戦後の荒

廃から立ち直り，1,000万haの人工造林地を誕生させ，今や世界に誇る森林王国

となりました。最近は，台風や梅雨前線などによる集中豪雨があっても，昭和20

年代から30年代にかけてのカスリン台風や伊勢湾台風などのような大災害の発

生がみられないのも，また，かなりの干ばつの年があっても，水不足がそれほど

深刻な社会問題にならないのも，わが国の森林が国民挙げての努力によって，は

げ山を解消し，緑一色で覆われたたまものであります。

昨年は，知床半島の原生林の伐採問題や青森・秋田両県を結ぶ青秋林道の開設

と，ブナの保存の問題などが大きくマスコミに取り上げられた年でありました。

これらの問題は，自然保護と林業とのかかわりを世に問う形となりましたが，い

ろいろ論議はあっても何はともあれ森林の重要性に世の人の目を向けさせたこと

は否めません。これから大事なことは，自然保謹と森林施業を対立した概念でと

らえるのではなく，自然を守るための適切な森林施業の必要性を世に訴えること
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社団法人日本林業技術協会

理事長鈴木郁雄

こそ，林業人の大きな務めではないかと思います。

話はだいぶ昔のことになりますが，私は1972年ローマのFAOにおいて開か

れた世界林業委員会に出席する機会を得ました。当時は，わが国においても環境

庁の発足にみられるように，自然保謹運動が高まりをみせかけた年でありました

が，世界各国においても同じような状況におかれているようでありました。その

委員会においても，自然保護と林業の関係について議論が白熱し，最終的に「世

界の林業家は勇気をもって，林業人こそ自然保謹の担い手であるということを高

らかに唱えようではないか」という宣言を全会一致で決議したことを記憶してい

ます。あのときから16年たった今，世界の先進諸国ではとうに卒業したはずの

この問題について，わが国ではいまだに社会問題化していることにつき，私は16

年前のFAO林業委員会宣言を記憶によみがえらせ，林業人としてしっかりしな

ければとの思いにかられているところであります。

ところで,1,000万11aの人工林の造成を成し遂げたわが国の森林は，国土の安

定に，豊かな国民生活に，大きく貢献していますが，昨今，スギ・ヒノキー辺倒

の人工造林は少し行き過ぎではなかったか，もう少し広葉樹を残すべきではなか

つたかの声が聞かれます。このような声に接するにつけ，日本は豊かな良い時代

になったのだなとの感を深くしますが，わが国の森林は，人工で植えるべき所は

ほぼ植え終わり，いちばん良い安定した姿に落ち着いたのではないかと思いま

す。これからは，わが国に残されたブナ林や照葉樹林を大事にしていく，大面積

一斉造林地を逐次複層林や広葉樹混在林に仕立てていくなど，きめ細い施業方法

をとることによって，日本の森林をよりバラエティーに富んだ質の高いものにも

っていく努力が必要となりましょう。

こめに代表される農産物輸入自由化問題をはじめ，膿林水産業をめぐる環境は

いっそう厳しさを増してくるなかにあって，林業を木材産業という而からとらえ

ると，農業・漁業と同様厳しい風圧にさらされていることは否めません。しかし

ながら，林業を森林という立場からとらえると，大きくふくらむ夢があります。

広く林業に携わっておられる会員の皆様，本年は大きな夢を持って日本の緑を守

り育て，国民の期待にこたえようではありませんか。日本林業技術協会も，役職

員一丸となって日本林業発展のため，会員皆様のご支援ご協力を得て，本年も精

いっぱい努力してまいることをお誓いして，新年のごあいさつとさせていただき

ます。
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最近，若い学生諸君に，将来の造林技術で何が大切か，各人の意見を述べて

もらったことがある。環境保全上，利点の多い複層林施業技術の向上とか天然

更新技術の確立などとともに，超短伐期密植林造成など新しいバイオマス林業

を進めるべきであるという意見が多かった。これからの林業を担う若い人々の

共感を得られたことに，バイオマス林業の推進者の一人として喜びを感じた。

このバイオマス林業がハイテク時代に最も適した林業の形態の1つと考えられ

る。

バイオマス林業 バイオマス林業については，たびたび本誌でも解説されているが，もう一

度，簡単にその理念を説明しておきたい。太陽エネルギーは植物の光合成によ

ってのみ地球上に固定され,有機物の形で蓄積される。蓄積される有機物の90

％は森林として存在している。さらに，森林は太陽光の利用効率が高く，光合

成有効光エネルギーの1％程度を有機物に変換している。したがって，森林を

単に木材資源として考えるだけでなく，有機物量として利用していくのがバイ

オマス利用であり，日本をはじめ，世界各国で新しい利用法の開発が進められ

ている。

この森林バイオマスを有用な産物に変換するために，種々の新しい技術，い

わゆるハイテクノロジーの導入が始まっている。ハイテクノロジーはバイオテ

クノロジーのほかに，炭素繊維などの新素材，コンピュータなどの電子技術な

どの先端技術を含むものである。バイオマス林業は全く新しい産業分野である

ため，先端技術の導入に抵抗がなく，しかも経済性を確立するために積極的に

効率的な技術を取り入れていかなければならない立場にある。したがって，林

業全体を見た場合，まずバイオマス林業にハイテクノロジーを定着させること

が重要であり，その結果，しだいに林業技術全体にハイテクノロジーが浸透し

ていくものと予測される。

さて，最近のバイオマス林業の開発状況はどうであろうか。まず，利用面か

ら見てみよう。

シラカンバ蒸煮材を牛の飼料とする試験が進められてきたが，最近，給餌マ

ニュアル（指導書）が発表された。この指導書によって，木材飼料が実用化し

バイオマス林業とハイ

テクノロジー

*東京大学農学部教授

林業技術No.5501988．1



たわけである。木材飼料は脂肪分の少ない赤味の多い肉がとれること，また，

脂肪層が純白色になることが特徴である。同様に牛乳のクリームも純白にな

る。これは，草と連マて，カロチンなどの色素を含まないためである。したが

って，草との混合割合を変えることによって，脂肪やクリームの色調をコント

ロールすることが可能である。

現在，県や民間企業が中心になって，北海道，岩手，熊本，宮崎などで実用

化試験が進められている。当然，畜産関係者が主体となって実用化を進めてい

るが，林業関係者もこうしたグループに積極的に参加していくことが望まし

い。その理由として，木材の飼料化は単に牛のエサに終わるのではなく，高度

な木材成分利用の第一歩になるからである。木材の主成分，セルロース（50

％)，ヘミセルロース（25～30％)，リグニン（25～30％）が飼料化の過程で分

離，抽出可能な状態になっている。特に，ヘミセルロースの部分は水で洗うだ

けで抽出できる。したがって，ヘミセルロースの利用法が定着し，付加価値の

高い製品を生産できるようになれば，残されたセルロースだけを餌にすること

も可能である。いずれにせよ，大量に消費できる飼料が実用化したことは大き

な意味を持っている。

牛の胃はバイオテクノロジーそのものであり，胃の中の微生物が蒸煮材を糖

化し，その糖化液には増殖して牛の栄謎となる菌が共生している。このような

プロセスを人工的に行い，糖，アルコール,フェノール,リグニンの変換物を製

造するのが木材成分の総合利用である。しかし，読者の中には，昔から木材糖

化工業は夢であり，経済的には不可能と考えている人もいると思う。しかし，

最近のバイオテクノロジーの発達，セラミックス，炭素繊維，テフロンなどの

新素材の開発，プラン|､内の各種制御装置の発達など，技術レベルの向上を考

臘すると，木材の成分利用は必ずしも夢ではない。こうした夢を実現させるた

めには，いろいろな業種の得意な技術を総合化することが大切である。したが

って，林野庁が昭和61年度から開始した木材成分総合利用技術研究組合の研

究成果はきわめて重要なものである。この組合には，これまで木材とは関係の

少ない企業が多数参加しているが，むしろ，新しい考え方や種々の先端技術を

導入できるため，面白い研究組合になっている。参加企業は機械ブランドメー

カー，物質の分離・精製業，触媒工業，炭素化学工業糖類糀製業，酵素生産

業，アルコール工業などであり，これらの企業の研究者が是れぞれ専門の技術

を使って研究を分担している。木材という難分解性の原料を扱うため，問題点

は多いが，着実に研究は進んでいる。

木材成分総合利用研究組合では，木材の連続爆砕装置とこれに接続したヘミ

セルロース，リグニン，セルロースの分離装置が開発された。このほか，微粉

砕による成分分離，酢酸を溶媒とする成分分離なども研究されている。こうし

た装置には，酸，アルカリ，高温，高圧に対する耐性素材が使われている。

蒸煮・爆砕材を水で洗うと水にヘミセルロースが分解した糖が溶出してく

る。これらの糖の分別，精製には，イオン交換樹脂による精製，固定化酵素を

用いたバイオリアクターによる加水分解などの手法が用いられている。また，

5
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分離した液を濃縮するために，膜漉縮などの先端的な方法が導入されている。

精製された糖はキシロースのオリゴ糖であり，食品の水分調節剤，生理活性物

質（医薬品)，ダイエット甘味料，工業用樹脂原料などの用途が注目されてい

る。ヘミセルロースの分画に含まれる酸性糖の利用も考え，付加価値の高い製

品を開発することに力が入れられている。

水抽出した後に，弱い苛性ソーダ液に浸すと，リグニンが溶出する。これを

酸で中和すると，リグニンが沈殿してくる。このリグニンから，接着剤，フェ

ノールの生産，炭素繊維化などの研究が進められているが，これらのプロセス

には触媒化学の最新技術が使われている。特に，期待されている炭素繊維の製

造については，現在，汎用グレードの製品が試作されているが，強度の向上，

コストダウンなどの研究力蛍進められている。

セルロースの利用法はいろいろとあるが，新しい利用法の1つに化学的に活

性のあるセルロース誘導体を作り，医薬品の錠剤素材，化学分析用素材などに

することが考えられている。しかし，大量に利用できるのは，セルロースを糖

化し，糖化液でSCPやアルコールを生産することである。この発酵プロセス

には種々の先端技術が使われる。まず糖化には，強力な，しかも安いセルラー

ゼの開発が行われている。高温による糖化プロセスをそのまま利用してアルコ

ールを生産するため，高温耐性アルコール酵母の開発が必要である。さらに，

この酵母を固定化したバイオリアクター，遺伝子操作によってキラー遺伝子の

組み込みなどが考えられている。最終的には，溶液の分離，臘縮が必要である

が，これには逆浸透膜やパーベーパレーションなどの膜を用いた省エネルギー

分離・濃縮が考えられている。このような新しい技術によって生産コストの低

減を図ることが大きな課題となっている。

面白いことに，最近，林業とか森林に関連を持っていない企業が森林の生産

物に興味を持ち出したことである。これらの企業は21世紀の資源として，再

生可能な森林に注目し，今から長期的な視野をもって研究していこうと考えて

いる。

木材･の分解利用には物理的・化学的処理が先行しているが，将来，有望と考

えられるのが微生物による木材の腐朽分解である。特に，白色腐朽菌によるリ

グニン分解の研究が進んでいる。食用きのこの需要が多い日本では，きわめて

有望な分野である。木材を分解するだけでなく，きのこの利用が付加価値を高

めることになる。この分野でも新しい研究が進行しており，細胞融合による新

しい種・品種の作出力蚤可能になっている。薑た，リグニン分解酵素群の研究に

おいても，一部遺伝子操作によるリグニン分解酵素を発現する遺伝子の同定が

行われている。こうした研究が発展することによって，バイオロジカルパルピ

ングとか木材の生物分解が可能になる。

このように，木材のバイオマス的利用では，種々の先端技術の導入が考えら

れているが，原料となる森林資源の造成分野ではどうであろうか。上記の成分

利用産業が定着した場合，既存のバイオマス用資源，例えば低利用広葉樹，除



・間伐材，ササ，タケなどのみでは原料の供給に弾力性がなく，原料の流通は

スムーズにならない。このため，バイオマス変換に適した森林の造成が必要に

なる。これまでの研究成果では，ポプラ，シラカンバ，モリシマァカシァなど

の早生樹を超密植し，4～5年で収穫し，萌芽によって更新させる方法が有望

であり，伐期4年で年平均生長獄10～15t/1,a(年間20～30㎡/l,aの生長）が

可能と考えられている。しかし，さらに生産量を増大させるためには，従来の

育種だけではなく，組織培養，細胞融合，遺伝子操作などの技術を導入してい

かなければならない。また，栽培技術の改良のために，人工種子の利用，内生

および外生菌根菌の接種などの技術が発達すると思われる。

これらバイオマス林造成に関する新技術は想像以上の早さで技術化してきて

いる。例えば，ポプラやシラカンバでは葉,茎,頂芽,形成層などの柔細胞組織

を試験管内で増殖させ，大量に幼植物を作ることが可能になっている。特に，

シラカンバは挿木が難しく，大量増殖の成功によって，品種化が可能になっ

た。病虫害抵抗性，乾燥や凍害に強い個体の増殖を目標に研究を進めている。

大量増殖した幼植物をカプセルの中に入れ，人工種子化することによって，苗

木の植栽を省力化することができる。この人工種子はバイオマス林造成ばかり

でなく，一般の林地の更新にも利用することができる。特に，乾燥に弱い種子

を定着させるのに良い方法である。

アメリカにおいても，研究が急ピッチで進められている。先日，来日したカ

ール・ウォルター＊はポプラの花粉から半数体の植物を培養することに成功し

た。この成果は育種上きわめて重要であり，今後，いろいろな遺伝子の組み合

わせ交雑が可能になった。また，プロトプラスト化して細胞融合を行うことに

よって，種々の品種を作ることができる。もう1つ彼の話の中で注目したいの

は，ポプラに除草剤（グリホサーI、：商品名ラウンドアップ）耐性遺伝子を組

み込んだことである。この薬は残留性も少なく，日本でもよく使われている。

しかし，非選択性で林木にも薬害が出る。最近，この薬剤に対する耐性遺伝子

が雑草と土壌バクテリアから抽出されたので，林木にこの遺伝子を組み込むの

も時間の問題とされていたが，こんなに早くポプラに耐性品種ができるとは予

想外の進歩である。

わが国においても，有用遺伝子の抽出，同定の研究が進められている。すで

に，クロマッの遺伝子の数種類のCDNAが作られていたが，つい最近，実際

の核内光合成遺伝子が取り出されたらしい。これらマツの光合成遺伝子は弱い

光条件下で発現する特性を持っているため，この特徴を利用して，下刈りのい

らない苗木作りや密植に耐える品種の作出が可能になるかもしれない。

また，成分利用の面から，キシロース，アラビノース，マンノースなど特定

の糖を生産する遺伝子やシリンギル型リグニンを生成する遺伝子などを持つ植

物品種の作出なども遺伝子操作の課題となってくる。場合によっては，培養工

場のような施設で，バクテリアや組織培養によって，これらの化学物質の生産

が行われる可能性も高い。そのほかにも，ウルシ，精油分，ガム，植物色素，

アルカロイド，セルラーゼ，リグニン分解酵素などの生産にバクテリアや培養

7

＊カール・ウォルター；米国

ウィスコンシン大学教授。

世界で初めてポプラのカル

スから幼植物を作出した。
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収穫・搬出機械

用材林業とハイテクノ

ロジー

遺伝子保全
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細胞の増殖を用いることが考えられる。

バイオマス林業には，収種・搬出のコストが重要な問題である。この問題を

解決するため，農林水産省林業試験場では二両連結のキャタピラー式車両と段

軸式車両を開発している。姿勢制御のために，センサー，コンピュータの組み

込みなど先端の技術が導入されている。これら連続軌跡を持つ車両とは異なり

場合によっては，歩くのと似た不連続軌跡を持つ収税ロボットが出現するので

はないかと期待している。しかし，林業機械の市場は小さく，独自で機械を開

発することは難しい。レジャー産業や海洋開発などの他分野との共同開発が考

えられないものであろうか。

用材林においても，バイオマス林業同様先端技術の導入は可能である。苗木

生産および更新の省力化のために，人工種子の開発が期待される。組織培謎の
はい

過程で種子の胚に似た胚様体を形成することがあるが，胚様体で人工種子がで

きれば，下種更新にも利用できる。

下刈り省力化のために，除草剤耐性遺伝子を苗木に組み込むことや弱光を利

用する光合成系の組み立て，病虫害抵抗性遺伝子の導入，耐乾性品種や耐凍性

品種の作出などが期待されている。さらに，菌根菌や窒素固定菌の持つ有用遺

伝子の利用なども考えられる。

こうした先端技術が種苗作りに利用されるようになると，大量生産の場とし

て植物工場が設置されるようになるかもしれない。植物工場とは，温度，光，

水などを調節できる施設である。大きな初期投資を必要とするが，苗畑に比べ

て小面積ですみ，人件費が少ない。しかも，環境条件が良いため，苗木の生長

が早く，均一な苗木生産が可能になる。

木材の材質改良にバイオテクノロジーが役立つものと考えられている。将
も<め

来，形成層の生長制御，分化制御が可能になり，シポ，杢目などの生産は自由

にコントロールできるようになる。同様に，工作しやすく，しかも腐りにくい

材の生産なども形成層の制御によって可能になると考えられる。

最後に，ハイテク時代には森林の遺伝子群が重要な役割を担うことに注目し

たい。森林には単に上層の林木だけでなく，低木類，林床植物，土壌菌類，バ

クテリア類，さらに，これらを栄奨にして生息する動物層が存在する。植物層

だけでも，被子植物から藤苔類にいたる種々の進化の過程を見ることができ

る。したがって，光合成とか材形成の遺伝子構造も，種の進化によって変化す

るはずであり，この変化を探ることによって，遺伝子の進化が解明されると同

時に，効率的な遺伝子の利用が可能になる。また，森林内の木材分解菌，各種

の病害虫の遺伝子は一方では有害であるが，他方では分解を助けたり，代謝を

阻害したりして有用となる。将来のバイオテクノロジー時代に向けて，森林の

遺伝子群を維持していくことは，現在の林業に期待さ.れている大きな課題であ

る と考える。＜完＞
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<特集〉

村おこし町おこしの
担い手をめざして

○山形県/金山町○宮城県/岩出山町○山梨県/富士川林業地域
○高知県/馬路村○大分県/上津江村｡中津江村

住民の意識高揚からｽﾀー ﾄ、
緑資源を生かした町づくり

山形県金山町の地域C.l.戦略の展開

村松真
かねや主

1．金山町および林業の概要

上野駅から東北新幹線で福島駅へ，そこから奥

羽本線に乗り替えて2時間余り，しばしのどかな

田園風景を眺めているとJR東日本新庄駅に着

く。さらに新庄駅から国道13号線を北へ16km,

丘陵地帯を抜けると美しい盆地が見えてくる。そ

こが「スギの町金山」である。

この町は，山形県の東北部に位置し，北部を秋

田県と接する県境の町であり，全国で初めて「情

報公開条例」を制定した町である。

人口は約8,000人，総面積16,154ha

ha,総面積の79%を占めている。うち民有林面積

は5,789ha,国有林面積7,018haとなっており，

人工林率は52％である。また，民有林の人工林

はほとんどがスギ林であり，齢級構成においては

XII齢級(55～60年生）以上が800ha以上を占め

ている（表・1)｡

金山林業の特色は，スギの長伐期大径木生産を

中心とした粗放林業であり，構造材から造作材ま

で生産できるところにある。同町は，かつて「1

町歩当たりの蓄穣が1万石以上」という世界一の

表・1金山町における森林資源の現況（単位？ha，㎡，影）

で農林業を基幹産業としている。しか

し，近年の農林業を取り巻く内外の諸情

勢の変化は，同町の産業構造に大きな影

響を与えているようである。

ところで，同町の森林面積は12,807

有林

町有林｜計
合計|‘

I

面 職

蓄稜

人工林面積

人工林率

９
９
０
２

８
４
１
５

７
７
０

分
，
，

５
２
３
０１

９
１

7,01815,742

664,30011,096,471

1,79712,991
2752

７
８
９
０

４
７
１
４

２
１
６

７
９
７
８

釦
“
釦
３

３
７
１

２
７
４

１
６７

１

１
１
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表･2金山町における主要な林業および林業関連施策一覧

、

蝿
一
壱
、
・

県
‐
’
‐
‐
‐
、

事業名等

第1次林業拙造改善事業

優良苗木生産蕊業

金山町森林組合製材工場整備事業

(森紳組合青年部結成）

金山街住宅建築コンクール

間伐促進等特別対策事業

森林保育事業

林業労働者災害保健事業

（林業振興協錨会設侭）

（林業振巽地域整備計画策定）

森林総合整備事業

金山町みどりの少年団育成対策泰業

（金山・真室川地域林業結成）

林業構造改善村落特別対策事業

地域活動推進事業

間伐促進総合対策事業

林業地域総合整備事業

(金山町公文書公開条例制定）

林業リーダ'一活動促進寵業

枝打登録制度推進事業

労務生産組識育成事業

(特産品開発委員会設匿）

林産集落振興対策事業

森林総合整備事業育成対策事業
全国優良素材展示会農林水産大臣賞

(森林整備計画策定）

(金山建築協会設撒）

（日本LVL㈱創設)第3セクター

(森林整備計画策定）

後継者育成事業

(金山町街並み景議条例制定）

枝打ち促進事業

間伐侭皇並びに間偉材利用対策事業

森林地域活性化緊急対策事業
森林とのふれあい環境整燗促進事業

実施期間等 補助区分

国庫補助事業

､蝉独事業

町単独事業

昭和43年度～46年度

昭和44年度～57年度

昭和50年度～

昭和53年度～

昭和53年度～

昭和54年度

昭和54年度

昭和55年度

昭和55年度

昭和55年度

昭和55年度～(64年度）

昭和55年度～

昭和56年度～

昭和56年度

昭和56年度

昭和56年度～6I年度

昭和56年度～(62年度）

昭和56年度

昭和57年度

昭和57年度

昭和57年度

昭和57年度

昭和58年度

昭和58年度

昭和59年度

昭和59年度

昭和59年度

昭和60|年度

昭和60年度

昭和60年度

昭和60年度

昭和|61年度～

昭和|61年度～(62年度）

昭和62年度一(64年度）

昭和62年度～(65年陵）

町単独事業

国庫補助事業

県単独事業

町単独事業

国庫補助事業

国庫補助事業

県単独事業

国庫補助事業

国庫補助事業

県単独事業

国庫補助事業

圓庫補助事業

人工林があったところであり，100年を超える林

分もかなり残されている林業地である。ちなみ

に，同町で最も古い林分は240～250年生と推定

されている。

2．林業のシンボルづくりと地域住民の

意識づくり

同町の総合的な林業振興への取り組みは，昭和

53年の森林組合青年部の結成が端緒となってい

るようである。

彼らは，将来の金山林業に危機感を持つととも

に，これからの林業振興は，川上から川下までの

総合的な施策を実施していかなければならないと

考えていたのである。また，総合的な林業施策を

実施するためには，まず最初に林業のシンボルづ

くりと，地域住民の林業に対する意識づくりが必

要であることを考えていたのである。そこで彼ら

は林業のシンボルとして，樹齢100年を超えるス

ギの巨木を据え，意識づくりのために「金山町の

イメージについてのアンケート調査」を実施し，

「スギの町金山」という共通認識を作り出すこと

に成功したのである。

3．林業振興策の総合的整備と充実

林業のシンボルと地域住民の意識づくりができ

れば，あとは具体的な施策への取り組みだけであ

るが，当初の段階では，施策の推進と並行して，

シンボルと意識の定着にさらに努力していく必要

があった。そこで，同町で実施された林業振興策

は，絶えず「スギの巨木」と「スギの町金山」と

いう意識に関係づけられながら展開していくこと

になる。

林業技術No.5501988.1

県単独事業

町単独事業

町単強事業

国庫補助事業

町単独事業

町単独事業

町単独事業

町単独事業

町単独事業

県単独事業

町単独事業

国庫補助事業

国庫補助事業

同町では，今までさまざまな林業振興策を実施

してきたが，特に昭和53年度以降の取り組みに

は，まさしく川上から川下までの林業振興体系の

確立ということが明確化してきているようである

（表・2)。

林業振興というと，どうしても造林，保育およ

び林道整備を中心とした川上の施策にとどまって

しまう傾向があるが，現代の林業を取り巻く諸情

勢，さらには町づくりのための戦略ということを

考えた場合，林業振興の意味するところは，造

林，保育から住宅供給，木材のPR活動までを包

括した総合的な施策でなければならない。この点

においては，同町の林業振興への取り組みは適正

かつ効果的であり，内容も充実してきたことがわ



I

’
』ー」

一

~ 鱒
ー

A等

一イ 』1～

緑の資源を生かした町づくりをめざしてさまざまな

施策が構じられている（町民ホールにて）

可

』固’

かるであろう。

4．町おこしにおけるC.l.戦略の

基本的な考え方

C.I.とは,Corporateldentityの頭文字を取

ったものであり，そもそも企業イメージを統一す

ることによって，企業の内外に鮮明なイメージを

植え付けるための手法や考え方であるが，町おこ

しの戦略として考えた場合は，町内外に広く認め

られるような「その町独自のこだわり」を作り，

町づくりのさまざまな施策を実行することであ

る。つまり，町内においては，町づくりのイメー

ジを統一するとともに，町外においては，自分た

ちの住んでいる町のイメージアップ･を図りなが

ら，町づくりのさまざまな施策を総合的に実施し

ていくことであると思われる。

また，町おこしにおけるC.I.戦略には,地域の

特性を十分に発揮し，地域内の開発ポテンシャル

を最大限に活用するとともに，地域の人材や組織

を活性化させ，町内外までをも対象とした町おこ

しのシステム化を図ることである。

5．林業振興におけるC.1.戦略展開の経過

現在の同町における林業振興策は，スギの巨木

をシンボルとし，スギの町金山という統一意識に

基づいて，川上から川下までの総合的な林業の諸

施策が展開されている｡このことは,同町における

林業振興策のC.I.戦略としてとらえることがで

きるが,森林組合青年部結成以前の林業施策にも，

c､I.戦略としての性格がなかったわけではない。

例えば，昭和44年度から実施された優良苗木

特集／村おこし町おこしの担い手をめざして11

金山町のシンボルとなっている樹齢約200年の
大スギ

生産事業は，「立派な山は立派な苗木から」とい

う思想に基づいて創設されたものであり，ここで

いう立派な山とは，1町歩当たり1万石以上の蓄

積を誇った世界一の人工林をはじめとする100年

生以上のスギ林を指していたものと思われる。

その後，昭和53年に森林組合青年部が結成さ

れると，こだわるものが明確化し，森林総合整備

事業，間伐促進総合対策事業などの補助事業が導

入されるとともに，後継者育成関連事業，山林所

有者と木材関連業者による金山スギPR活動，街

並景観条例の制定,HOPE計画の策定，第3セ

クター方式による間伐材の加工工場設置，林業関

係者の組織化などさまざまな施策が実施されるこ

とになった。

以上のように，同町における林業振興策として

のC.1.戦略の展開の経過は，林業の川下部門まで

そのすそ野を広げることであったともいえる。

6.C.1.戦略の展開による人材および

組織の活性化

同町の林業振興においては，多くの人々が多種

多様な形でかかわっているとともに，さまざまな

組織体を形成している。C.1.戦略は，これらの個

個人や組織体の活動に統一性を与えるとともに，

活動指針を示唆するような性質があるため，人材

や組織の活性化に大きく貢献するものと思われ

る。つまり，個々の林家，任意の林業団体，森林

林業技術No.5501988.1
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組合，行政などの活動目標を明らかにし，行動あ

るいは活動を活発化するというのがC.1.戦略の特

色であると思われる。

7．町おこしにおける緑資源を生かした

C.1.戦略

同町の緑資源を生かしたC.1.戦略は，言い換え

れば林業振興のC.I･戦略であり，町おこしの一戦

略として位置づけることができる。

結局，緑資源を生かしたC.I・戦略は，スギの巨

木をシンボルとし，スギの町金山を地域住民の統

一意識としたさまざまな施策のことであり，地域

に存在する森林を中心とした開発ポテンシャル

を，総合的かつ効率的に活用することであるとい

えよう。

つまり，スギを中心とした森林資源を活用する

ことにより町おこしを進めることが，町おこしに

おける緑資源を生かしたC.I.戦略なのである。

このような考え方は，同町を含む1市4町3村

の最上地方を対象として考えている「グリーンコ

ンビナート」構想にも同じことがいえる。

8．地域_C､1.戦略の現代的意味

経済の安定成長時代を迎えた今日，農山村の町

おこしにおける理念は，変わらざるを得ない状況

にあると思われる。つまり，従来の町おこしの理

念であった都市との所得格差是正と福祉の向上と

いう2本の柱を，地域の個性化と福祉の向上とい

う柱に変えざるを得ない状況にあるということで

ある。

現代社会では，地域の個性化が産業振興さらに

は所得の確保につながっているようである。ま

た，地域の個性化ということは，結局はどのよう

なことにこだわっていくかということであり，地

域住民が統一意識を持つことである。さらに，そ

のこだわりは，独自の地域文化をつくることにな

る。

同町の緑資源を生かした町づくりの戦略は，ス

ギにこだわるところから始まった。地域住民がス

ギにこだわることを覚悟したのである。そのうえ

で林業に関するさまざまな施策を実施していった

のである。今，同町の取り組んでいる地域C・I,戦

略は，こだわりの戦略であり，地域個性あるいは

その地域の存在の主張であり，現在の農山村にお

ける町おこしの主流になるものと思われる。

9．おわりに

同町の緑資源を生かした町づくりは，地域C・I、

戦略としての林業振興策に基づいて行われてい

る。このことは同時に町の個性づくりであり，ス

ギの町金山の存在を町外へ向けて主張することで

ある。

また，このような取り組みは，同町独自の地域

文化の形成にもつながるものであり，住民の活性

化にもつながっていくと思われる。

現在，同町ではさまざまな林業施策を展開して

いるわけであるが，まだまだ解決しなければなら

ない課題が多い。しかし，今の同町における町お

こしの地域C.I.戦略が，同じような農山村の町お

こしの参考となれば幸いである。

(むらまつまこと．山形県最上郡金山町産業課／主事）

全町あげての良質材主産地形成への取組み
推進の原動力､岩出山町森林組合青年部の活動を追って

佐藤元夫

1．はじめに

玉造郡岩出山町は仙台市の北方約501m,東北

新幹線古川駅から西へ約101mと宮城県の西北部

林業技術No.5501988.1

に位置する農山村であり，戦前は製炭が盛んに行

われていたものの，戦後の燃料革命により木炭の

需要が激減したため，代わって拡大造林が急速に
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部員の所有山林（ヒノキ16年生）
進められた後発造林地域である。

しかしながら今日人工林率62％と県平均51％

を大きく上回り，地域ぐるみで良質材の生産に取

り組み，県内有数の林業地として成長するに至っ

た。その原動力となった岩出山町森林組合青年部

の活動および今後の課題などについて紹介する。

2．青年部の生い立ちおよび活動のテーマ

岩出山町森林組合は昭和37年，それまでに旧

町村単位にあった4つの森林組合が合併してでき

た組合であり，青年部は48年3月に結成された。

その母体となったのは，その2年前に結成された

岩出山町林業青年研究会であり，以来青年部＝林

研という活動が続いている。

結成の目的は県の林業教室修了生が中心となっ

て，それぞれの所有する山林の活用をどうする

か，ひいては岩出山町林業のあり方はどうあるべ

きかについて話し合われ，それを組織的に研究，

実践する場を設けることにあった。

青年部の基本テーマは「岩出山町林業のあり

方」であり，それについての当初の結論は“良質

材生産”で，それは今日まで引き継がれている。

また，所有山林も多くが間伐時期に達したことか

ら‘‘いかにすればもうかるか”を究明するための

研究，そしてそれらを“いかにして地域へ広める

ｶ刮，をテーマとした活動が展開されている。

3．なぜいま良質材か

基本テーマである「岩出山町林業のあり方」に

ついては，当面「良質材生産」であると結論づけ

たわけであるが，その理由は以下の5点に集約で

きる。

①所有面積：部員の平均所有面積は25haと決

して大面積ではなく，短期間により多くの収益を

期待できる。

②地味：隣接する鳴子林業地に比べ地味が良

くないので，量的生産力では太刀打ちできない。

③林齢：人工林の85％は30年生以下の要保育

林分であり，来るべき国産材時代には質の良い材

でなければ収益を上げられない。

④需要と価格：吉野,北山といった先進地を視

察し，それらの美林に魅せられるとともに，その

収益の良さを見習いたい。また，製材業を営む部

員から良質材の需要は減ることがなく，しかも常

に高値で取引きされているとの情報もあり，実際

に市場を見学し，その確認を得られたことによ

る。

⑤労働力：部員たちの多くは稲作のみ，あるい

は稲作十畜産により家計を賄っていて，余剰労力

で山林経営を行っており，枝打ち，間伐など良質

材を生産するための作業は農閑期に実施できる。

なおその後減反政策の強化，農産物の輸入自由

化問題などにより農業経営も安泰ではなくなり，

所有する山林の活用がなおいっそう重要なものと

なった。

4．青年部の主な活動

(1)良質材生産

当面は10.5cm角の無節の柱材が2玉とれる良

質材の育成に努めることを目標とし，先進地の視

察，先進地から講師を招いての講習会および実地

に学ぶための現地研修会が幾度となく開催され

林業技術No.5501988.1
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図･1岩出山町スギ林業地の生産技術

た。講習会，現地研修会には部員外の森林所有者ル，イスなどの家具，シーソー，木馬などの遊

からも出席者を募り，一緒になっての学習活動が 具，あるいはログハウス，垣根などを試作し，後

展開された。それらから学びとったことを基に56述する林業祭などにおいて展示され，一般消費者

年秋，林業リーダー育成活動促進事業を導入し，に木材の持つ温かみ，手触りの良さなどがアピー

岩出山町スギ林業地の生産技術としてまとめらルされ，木材の需要拡大にも一役買っている。

れ，他の森林所有者への普及が図られた(図・1)。なお62年から地域林業担い手育成対策事業に

さらに，良質材生産のためには挿木苗の導入がより町の委託を受け，間伐材を利用しての簡易組
不可欠であると，59年県の技術課題実証事業によ立式ログハウスキット，仮称｢政宗ハウス｣の試作

りミストハウスを建設し,62年春には約1,000本に取り組んでおり，その成果が期待されている。

の山行苗が生産され，部員の山林に挿木苗による(3)地域へ広める活動

試植林が設定された。i)広報紙琳業岩出山』の編集

(2)販売方法の研究および販路の拡大49年の創刊当時から森林組合だより『林業岩

これまでの育てる林業から売る林業へ方向転換出山』の編集を任されている。発行は年4回で最

を図り，できるだけ生産コストを低くし，高い収新号は62年4月1日発行の50号であり，毎号

益を上げるために，間伐木の選木，伐木造材の研1,100部印刷され森林組合員1,000名およびその

修あるいは機械による搬出方法の検討などが行わ 他関係者に配付されている。

れた。その結果，木材価格が低迷するなかにあっ内容は森林組合活動のほかに良質材生産を町全

ても間伐材で収益を確保することができるように体に広め産地化を形成するための記事，その時々

なっている。の林業関係の情報などである。特に雪害など災害

また，間伐材の付加価値を高めるためテープが発生した場合にはその復旧方法，相談を受け付

林業技術No.5501988.1
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に選出された者もあり，町あるいは森林組合との

連係をいっそう密接なものにしている。

以上種々の活動を通じ，研究，研修の成果をグ

ループ内だけにとどめることなく，常に地域の人

人へも公開，普及し，良質材の産地化をはじめと

する岩出山町林業振興のために努力している。

5．青年部活動の今後の課題

①枝打ちされた良質材が適正な価格で売れるよ

う加工・流通なども検討し，販売方法の確立が急

がれているとともに，産業コスI､引き下げのため

新たな作業システムを開発し，それに必要な機

械，器具を使いこなせる技能を習得する必要があ

る。

②多様化する消費者ニーズをよく把握し，それ

に即応できるよう樹種，保育方法，伐採年齢など

の選択により多様な森林を造成する必要がある。

③中，小規模の森林所有者の中には林業に対す

る関心の少ない者もおり，それらに対する意識の

改革とともに,流域ぐるみ,地域ぐるみで作業道開

設などの基盤整備，機械の共同購入などを行い，

健全な森林の育成に努めてほしい。

④天然広葉樹林も放置することなく，必要最小

限の施業を行い，シイタケ原木林，あるいは貴重

な広葉樹の育成などにより資源の活用を図ってほ

しい。

⑤以上の研究，活動をするため仲間づくりに努

め，部員の増員など組織の充実，強化を図り，岩

出山町林業振興のため積極的に活動を展開する必

要がある。

6．おわりに

これまで進められてきた良質材主産地形成のた

めの活動をますます推進し，“良質材のまち岩出

山”づくりを進めるとともに，時代に即応した課

題に積極的に取り組み，森林所有者のみならず町

民の森林に対する期待にもこたえられるような青

年部活動が今後も発展するよう，森林組合，そし

て行政の指導力の強化およびバックアップがこれ

まで以上に必要であると思われる。

(さとうもとお宮鱸県古川"事務所/緋難改良）指導員

再晒圃inl:1bn
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「林業祭」製材品コンクール出品材

ける各地域の部員名などを載せ，早期復旧を促す

など，森林所有者にとってなくてはならないもの

になっている。

ii)「林業祭」の開催

53年から良質材の産地化の形成を促進すると

ともに，山を持たない町民にも森林・林業に対し

ての理解を深めてもらうことを目的として毎年秋

に開催されているo59年からは林業祭に刺激さ

れた農業関係者も一緒になり「農林業まつり」と

して開催されているが，「林業祭」が現在でもリ

ーダーシップをとっており，62年は「第10回林

業祭」として記念すべき祭りとなった。

内容はこれまで枝打ちなどの保育を徹底して行

った材を10.5cm角の柱材に製材し，その優劣を

競う「製材品コンクール｣，良質材の生産方法を

紹介し普及するための「良質材コーナー｣，一般

町民向けの「木材需要拡大コーナー｣，子供たち

を対象とした「木は友だちコーナー｣，これまで

の9回の林業祭を振り返っての活動展，緑の少年

団活動展などであり，森林所有者はもとより一般

町民にも好評を博している。

(4)町行政,森林組合活動への働きかけ

前述したような活動が認められ，町においては

林構事業をはじめとする各種協議会の委員とし

て，また，森林組合活動においては業務検討委員

会委員，間伐推進員など多くのプロジェクトの推

進役に部員が委嘱され，それまでの研究，活動の

成果がそれらプロジェクトに反映されている。

また，部員の中には町議会議員，森林組合理事

林業技術No.5501988.1



16

地域ぐるみの良質材主産地形成をめざして
富士川材産地形成推進協議会若手幹事の活動を中心に

樋川弘文

1．はじめに

すでに一般化された表現を使えば「川上から川

下までの一体的整備」は，地域林業振興の中心的

課題の1つである。山梨県の富士川林業地域（身

延町，南部町，富沢町）は，地域ぐるみで間伐，

枝打ち推進対策を行い良質材生産に取り組んでお

り，現在の伐採可能量は389,000m8に達してい

る。林業をこの地域の地場産業にするため，富士

川材産地形成推進協議会会長の真保一太郎氏は，

その先頭に立って旗を振っている。

2．富士川林業地域の概況

富士川林業地域の中核をなす富沢町において

は，江戸期以来，混農林業体系があり，この体系

の中に駿河地方のスギ，ヒノキの植林状態を見た

人によって，同樹種の導入が行われたといわれて

いる。

本格的な人工林造成が富沢町で実施されたの

は，明治27年に森村市左衛門所有の山林994ha

の施業計画が，わが国林業の泰斗白沢保美林学博

士によって樹立され，翌28年から吉野林業の技

表･1人工林の齢級別面積・蓄積

術，労働力，苗木を導入し，大正初年までに一挙

に拡大造林が完了したのが最初である。

この山林は現在，見事な林相を形成し，地域一

帯の模範林となっている。当時，この施業を見た

町の有志の人々は，白沢博士に指導を請い，現在

の富士川林業地形成の素地をつくりあげてきた。

3町の森林面積は27,730ha,人工林率63%と

県平均42％に比べて高い値を示している。主要

樹種のスギ，ヒノキの蓄稜は，表･1のとおり，

(民有林スギ・ヒノキ） (単位：面積lla,誘職㎡）

町名’ 陸劉 I Ⅱ 111 lV VIⅥ Ⅵ’ ⅦllX X以上 計
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表･2諸施策導入状況

砿~芝建50 LI
52 53 54 55 56 57

｜林振
総合整備(土場集落林道）

2次林術(林道･特用林産施設）身延町
11

11卜

2次林構(小径木処遅施設）
南部町

－↓－
2次追加(高集林道）

斗
燕

1 1雷沢町
2次林構(林業センター）

l l

優良材産地振興(枝打ち･間伐･作業道）

’
I

’三町合同
中核林振

実験林構(国産材加工･梢報処理）

注）琳振〕林業振興地域育成対簸事業，〔総合雛術〕林業地域総合整備事業，〔中核林振〕中核林業振興地域特別対策蕊業

Ⅷ齢級以上で身延町196,515m3,南部町230,075

1n3,富沢町411,954ms合計838,544m3を有して

おり，これらのことから当地域は，本格的な木材

生産段階に入りつつあるものと判断できる。

また，立地条件についてみると，東京都をはじ

め首都圏の大木材消費地市場に近く，さらに清水

市を中心とする静岡県下の木材の大集散地にも隣

接しているなど，木材蓄積量および需要地との位

置関係からみても，今後，木材供給基地として位

置づけられやすいことを示しているといえる。

3．地域林業の推進役

富士川材産地形成推進協議会は，富士川林業地

域の川上から川下までの合意形成を図り，林業基

地づくりを行うため，3町の森林組合，素材生産

業，製材業，大工・工務店，地域リーダー，商工

会，農協など幅広い分野からの代表者21名で組

織され，今年設立された。

協議会には，その機能を補佐するため，さらに

24名で織成する幹事会を置いている。平均年齢

34歳の若手で，これが協議会の実動部隊である。

幹事会は，流通消費動向調査などを行う調査部

会，富士川材の需要拡大などを行う普及推進部

会，新製品などの開発を行う開発部会，3町を1

つとした地域林業振興計画を策定する計画樹立部

会の4部会に分かれている。

協議会の目的は，さきに触れたように3町を一

体とした区域において，地域共同体としての組織

化を図り，自ら地域振興計画を樹立し，富士川材

の主産地形成を推進することにある。

しかし，全国的にみて新興の林業地帯で銘柄が

確立されているのは数少ない。わずかに愛媛県の

久万スギや岐阜県の東濃ヒノキなどがある程度で

ある。このことは，歴史の浅い地域が銘柄を確立

することがどれほど難しいかを物語っているとい

える。

富士川林業地域でも，昭和40年代後半から優

良材生産を目指した林業基地づくりに取り組み，

努力が続けられてきた。その結果，昭和49年に

地域の有志をもって「富士川林業銘柄確立期成同

盟」が結成され，県単独による優良材産地振興事

業など表･2に示す諸施策を導入し，この運動を

展開し，さらに昭和61年にはこの同盟も3町森

林組合員で構成する「富士川林業振興会」にと組

織が充実された。

だが，地域も県指導ともに森林の量的・質的な

蓄積に力点が置かれ，その結果としての豊富な果

実は，加工流通までに至っていないのが現状であ

り，富士川林業基地としての主産地を形成するた

めには，まだ欠落部分が多く，これを今後どのよ

うに整備していくかが，緊急の課題である。

こうした状況の中で富士川材産地形成推進協議

会が設立されたわけである。真保会長は，明治38

年に創業した丸甲南部木材三代目の社長である。

会長としての抱負を「この地域は先輩たちが育て

林業技術No.5501988.1
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▲総合林業振興ブラザの穣念

総合林業振興プラザの機能し

注1）設計・デザイン事務所は，地域特性を生かし，

地域ごとの仕槻譜を作り，豊富な施工例を備

え，また，苦悩処理やホームドクターの機能を

も有する

2）情報処理センターは，市況等一般的悩報のほ

か，小型コンピュータをフルに活用し，将来，

枝打林分等銘柄材生産林の証明資料の提供がす
みやかにできる

てくれた歴史ある林業地だ。しかし現在は＃

会長として活躍中の需要開発部会の真保准一郎さ

んは「林業界，木材業界さらに大工・工務店など

は，互いに利害関係にあるが，こうした従来の業

種間の“こだわり”を捨て去り，全国各地の有名

林業地がつくりあげた，川上から川下までの共存

システムをつくることを急がなければならない」

と語っている。

現在，計画樹立部会は3町を一体とした長期振

興計画を策定中である。南部町産業課の田島満秋

さんは「地域形成をまったく外部の企業などに任

せてしまうといった他力依存では，地域住民の意

志からかけ離れた地域形成がされてしまうおそれ

がある。内発的地域振興を進めるためには，地域

全体の基本構想を地域の人々が，自らつくりあげ

ることが大切だ」と計画策定に若き情熱を傾けて

いる。

ここで，計画樹立部会が策定中の地域振興計画

としての「総合林業振興プラザ」構想について述

べることにする。これは，ビジネスゾーン，オー

プンスペース，インダストリアルゾーン，アカデ

ミックゾーンおよび福利厚生ゾーンからなる（プ

ラザ概念図参照)｡

「総合林業振興プラザ」の形成については，す

でに実験林構事業などで導入した既往施設をも有

機的に関連づけながら，このプラザ形成の実現に

てくれた歴史ある林業地だ。しかし現在は流通・

販路も確立されていないため，伐り出した木材を

静岡などの県外に運び，製材されたものを逆移入

せざるをえなくなっている。これでは他県との産

地間競争に勝てるわけがない。目標は，木曽のヒ

ノキ，秋田のスギと同じく，＜富士川材＞という

“ブランド”を確立させたい。そのためにも地元

に木材市場をつくり，加工から販売までを手がけ

られるようにすることが課題だ。特に新しい林業

の振興地をめざすには，若者の存在が不可欠，次

代を担う二世業者の意見をどんどん取り上げ，富

士川地域を再び木材の町にしたい」と語り，その

実現に意欲を見せている。

4°急がれる地域林業システム化対策

富士川材供給体制を構築し，地域林業を確立す

るためには，林業生産から販売までのシステムを

改善し，より付加価値の高い製品までの一貫産地

を創設し，当地域と甲府製材団地，さらに首都

圏，東海ベルト地帯を中心とした需要地とを結ぶ

流通を確立しなければならない。

また，消費市場の加工業者，大工・工務店など

木材消費者を呼び寄せるような施設や銘柄化，産

地化を効果的にPRできる施設も必要である。

この組織化の実現について，県木材青壮年協会
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向けて，諸施策を適切に用いていくこととしてい

る。

ここで，プラザの主な機能について見ると，オ

ープンスペースの「展示住宅」は，大工・工務店

が在来工法で木造住宅を建築し，展示棟として利

用し,木造住宅の需要拡大を図るもので,構造や材

料価格を説明するなどPR機能を持たせている。

ビジネスゾーンの「富士川材製品販売共同組

合」（仮称）は，森林組合，製材業者，大工・工

務店などのほか森林所有者を含めた中での共同出

資により設立し，インダストリアルゾーンで生産

されるすべての部材・製品はこの組合を通して取

り引きされることとなる。

インダストリアルゾーンの製材工場，木工品加

工場も製材業者や大工・工務店などで組織する

「富士川材産業協同組合」（仮称）を創設し，経

営することもこのプラザの大きなねらいとなって

いる。

当面は，これから導入する諸施策の受け皿を，

地域住民合意のもとにこの構想の中に位置づけ

し，既往施設と有機的に関連づけながら，構想の

実現に向けて積極的に取り組むこととしている。

以上の構想は，まだ計画部会で検討中の中間報

告であり，今後さらに地域の実態に合った長期計

画とするため現在，日夜努力が重ねられていると

ころである。

5．おわりに

特集／村おこし町おこしの担い手をめざして19

10月29日普及推進部会が中心となり，南部町

総合会館において「山づくり，人づくり，そして

町づくり」をテーマに，全国林業研究グループ連

絡協議会会長の真砂典明氏を招いて講演会が開催

された。一般参会者は183名，協議会関係者を含

めると200名を超えるもので，熱気に満ちたもの

だった。県，町，森林組合は，この講演会の後援

団体として名を連ねていたが，いわば縁の下の力

持ちといった感じであり，地域ぐるみの自主的行

動に対する一般住民の関心の深さを感じさせられ

た。

このことは，決して行政や森林組合の消極性を

意味するものではなく，むしろ，このことこそ地

域林業振興のかなめともいうべき，内発的エネル

ギーを育成強化する最適の方法である。

真保会長は「この地域には，林業に燃えている

人たちがでてきた。その方々（幹事）が仕掛人に

なって富士川地域に林業基地づくりの火が広がる

にちがいない」と若い幹事に大きな期待を寄せて

いる。

まだ，協議会は活動を開始したばかりである。

しかし，現在，策定中の振興計画が完成し，実行

された暁には，富士川林業基地が名実ともに確立

され，来るべき国産材時代を迎えるための地域づ

くりができるものと信ずるものである。

（ひかわひ….山梨県林務部林難指導課/）主査・専門技術員

木製品加工事業への取組みと地域産業の育成
商品開発と販路拡大に成果みせる高知県馬路村森林組合

1．はじめに
うまじ

近ごろ，馬路の木工芸センターを全国各林業地

域から町村を代表した視察団が訪れることが多く

なった。その案内中「馬路の森林組合はたいした

ものだ，施設も立派だし，木製品のシックなデザ

し

乾 治

インは優雅さを生かしたみごとな工芸品だ」とほ

められると，つい説明にも力が入り，いつしか組

合がこの事業に取り組んだころの苦労話などにな

る。

それは，好景気の最中で，すべての企業がその
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を研修習得させて，準備は整った。

昭和49年10月に男3名，女2名で操業を開始

した。しかし，企業経営の難しさを知ったのは開

始後2～3年後のころであったろうか。計画時に

考えもしなかった問題がおきた。その第一が年々

1,000万円を超す赤字の原因となった生産費の増

嵩であり，さらに工芸美に関するデザイン，技術

の未熟さが問われだした。

一方では製品倉庫，軽便台車などの導入による

設備過剰も加わり，このまま工芸事業を継続すれ

ば，今後の組合運営に大きな影響を及ぼす可能性

力蛍多分にあるとの声が高まり，一時は経営を第3

者にゆだねるとか，あるいは工場閉鎖をせよと

か，深刻な問題となったこともあった。

ここで，仮に事業が失敗に終われば，二度と再

び馬路に木工芸事業を開業するチャンスは訪れな

いこと，今までの苦労も水泡に帰し，すでに10

人余りになった従業員も明日から職場を失うこと

は必定であることをお互い同志が認識し，自助努

力で再建に向かって奮起したものであった。

幸いそのころ，県東部木材指導所が開設された

ので，担当の林業専門技術員(SP)にこの事業

の危機的実態をつぶさに訴え，これからの方策を

うかがった。彼は企業の厳しさ，組合の取り組み

姿勢の甘さを指摘しながらも，対応策として，具

体的な月々の生産計画を立てることや営業活動に

も協力を惜まなかった。販路拡大を目指して大

阪，京都と得意先回わりをする途次名神高速道路

でとった夜の「立食いそば」の味は今でも印象に

残る。

もちろんこの間における生産活動も月々の生産

計画に基づいて行ない，納期の最優先に照準を合

わせた効率のよい生産体制に改善した。その後は

年々 好転の兆しが見え，ようやく昭和54年度末，

念願の単年度黒字を計上することができた。

しかし，この事業の成功はなんといっても天然

ヤナセスギという，特殊な資源に恵まれた環境と

管轄する営林局署の手厚い援助ならびに関係官

庁，村当局の協力があったればこそである。

こうした事業成果が認められ，昭和54年度に
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恩恵に浴した昭和48年当時の，いわゆる高度成

長期のことであった。組合活動も経済好況を背景

に，みどり豊かな森林の造成と組合の経営基盤充

実を図ることを中心としていた。特に昭和30年

代の木材需要期後に造林された奥山に点在する粗

放林分などを徹底的に整備し，不在村林家の負託

にこたえる長期受託森林経営や分収造林の契約確

保に努めながら，組合の経営基盤の長期安定と労

務の通年化を図っていた。またその一方で，従来

の造林保育のほかに素材生産をも行い単年度の収

益を賄っていた。しかしながら経済の波は厳し

く，その年の後半には早くも国際的な石油ショッ

クによって物価は高騰し木材市況はしだいに鈍化

傾向をたどることとなり，組合の運営も根本的な

改善を迫まられることとなった。

こうした前途多難な時期に，次々と大きな問題

が山積した。すなわち昭和46年ごろから実施中

の特用林産事業（しいたけ，ゆず栽培）に加え，

この年（昭和48年度）組合改組以来初めての木

材加工事業として，二次林構（特認事業＝間伐材

等ヤナゼスギ高度利用事業)の指定を受けた。

2．二次林構で木工芸事業の開始

そこで，目的達成に欠かせない加工技術者（大

工，建具職人のUターン）の募集を手はじめに工

場敷地，作業用建物，犠械装置のレイアウト，さ

らには原料となる資材などの準備を進めた。そし

て,操業の始まる数カ月前から，現在勤めている

班長と女性1名を採用すると同時に県の工業試験

場に依頼して，木工技術の中でも特にスギの加工

に必要なフラシュ加工，焼目出し，塗装技術など

林業技術No.5501988.1
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表･1加エ部門別実績の擢移 (単位；千円）

’581‘o11着弓子－－延些｜，。’’21‘‘’5‘‘！56 ’58 l6o 61

工芸事業 臘驫鼠

小径木加工 惚畿蕊

12力 ’
710

5|'‘"，‘： 56,288
6 ’
77，191
11|"'篭

‘'零|"'‘喝’''2′釦：

88,880 101，8“
16 17

27，823
4|'，，顕：

製材工場 販売高
従業員数

“,2911339530180,,777
8，1010

緑の村整備事業によって経営基盤をさらに拡充で

きた℃

3．小径木を利用した商品開発へ

次の問題は年々増加傾向にある民有林の間伐小

径木をいかに利用するかということで，これが木

工事業を始めた本来の目的でもあるため，昭和53

年度再び，追加林構事業で貯木場の一角に小径木

処理工場を設置した。

同年10月から，本格的な民有林の間伐の促進

と合わせた事業として低質資材の有効利用に取り

組んだ。これまた全く，開発知識もないがまま，

村内人工林の40％以上が緊急に間伐を要する林

分(1,400ha)で占められている現状と，林業の

将来展望からすれば，間伐は育林過程における不

可欠条件で，組合自らが積極的に利用対策を講じ

る必要があるとの使命感みたいなものに動かされ

たものであった。県を通じて県内の木製品加工業

の中でも特異性のある6企業の参加を願って，単

なる小径木加工のみでなく製品の創作，流通販売

をも行うことを目的に「グループマルボ」を結成

した。

発足以来毎月高知市において，小径木の商品化

をめざした技術交流を重ねたり，また，企業間の

連帯感を深めるため，例えば，大阪国際見本市に

関西の企業と提携してグループ会員による試作品

のフェンス，門扉などを出品したり，県内の各種

イベントにも積極的に参加するなどして，小径木

の加工製品「マルポー」をPRした結果，今では

県外のDIY店とも取引きできるまでになった。

その後，各地で丸棒製品が生産されるようにな

り，販売面でも消費地への輸送経費，価格競争な

ど問題も多くなっているので，完全に軌道に乗る

平本山の林内（樹齢約300年天然ヤナセスギ）

にはまだまだ時間を要すると思われるが，ますま

す増産が見込まれる間伐材の利用拡大を図るため

や将来の国内林業の発展のために森林組合が避け

て通れない宿命的な事業でもあると考えている。

これらの事業の見定めもつかないうちに，また

もや造林木製材工場計画が浮上した。この事業

は，昭和56年から57年にかけて細氷構の国産材

加工施設整備事業によって設立された林材加工協

同組合の共同経営に参画することで，村の強い要

請により現在農業協同組合とともに運営に当たっ

ている。この協同組合の執行体制も理事長には森

林組合長が当たり，常務理事に参事を出向させ，

また，原木供給においても年間約2,500m3の配

材を新工場に充当するなどして，地域産業育成に

も万全を期している。

わずか10年余りの事業経験ではあるが，これ

林業技術No.5501988.1
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うまじのあかり展（商知大丸美術サロンにて）

からの社会の変化に伴って消費者のニーズも多様

化・個性化するなかで木製品の消費動向を展望す

るとき，これからは待ちの林業では駄目で，末端

の消費者を相手に木材の良さを積極的にPRし，

大手市場への販路拡大をすべきときではないかな

どと考えた。

村おこし事業と新商品開発

ちょうどそんなとき，商工会が村おこし事業の

指定を受け，森林組合にも参画するよう要請があ

った。馬路村の資源といえば“スギ”しかない。

これを生かした「木の里づくり事業」を中心に地

域の活性化を図るのが，この事業の目的であると

聞かされた。これを契織に商工会との結びつきも

深まるなかで，早速新商品開発をテーマとして事

業に取り組んだ。

これからの木工芸品には近代的なセンスと異業

種間の交流が要求される。とはいうものの工芸美

術の伝統がまったくない村であり，また，木材だ

けの製品はデザイン性に欠けるし，現に工芸セン

ターの売り上げ分析をみても，商品によっては鈍

化傾向にある。

いつまでも同じ商品だけでは発展がないと考

えた。そこで，まず「箱根」を超せる商品開発を

することが先決であるとの意見がまとまり，専属

デザイナー（東京在住）にヤナセスギを素材とし

た，都会指向型工芸品のデザインを依頼した。彼

は「人間生活の中で衣食住に次いで必要性の高い

ものは“あかり”であり，そのヤナセスギに土佐

和紙を添えるとすばらしい照明器具ができる」と

林業技術No.5501988.1

いった。

以前，県単の異業種交流事業(木と紙)で，紙業

試験場で開発してもらった特殊加工紙の名刺，ハ

ガキ，表彰状などの商品が好調な売れ行きを示し

ている。この和紙の原料に杉皮を調合し，セード

に和紙の優雅な色彩が出せないものかとの目ろみ

のもとに天然ヤナセスギに土佐和紙を添えて仕上

げた製品が「うまじのあかり」である。引き続き

昭和60年には｢うまじの時計｣，さらに61年には

「テーブルウェア」と新商品を開発し，そのたび

に，高知大丸の美術サロンで発表会を村おこし実

行委員会と協賛で行い，好評を博している。

しかし，この間の売上げは低下傾向にあり，こ

のままでは商品開発をした効果がなくなるばかり

か，工芸センターの将来性にも影響すると考え，

こうした事情を木の里づくり事業実行委員会に理

解してもらい，昭和62年度には販路拡大を重点

目標に，実施計画をお願いしていたところ，昨年

4月，東京・池袋の西武百貨店で行われた「101

村展」に出展の際，以前から交流のあった群馬県

上野村長と馬路村長が会談し，“お互い木の里づ

くり村同志で何かできないものか”そんな話題提

供のなかで，相互間の協調を図る木工品の共同出

展が行政サイドで表面化した。最近になってその

大綱もまとまり，双方の地場産資材をもって，昭

和63年3月上旬東京・有楽町の阪急百貨店にお

いて約2週間ぐらいの予定で共同イベントを行う

準備を着々と進めている。

一方，東京の千駄ケ谷にも「うまじイオタ」の

常設展示場を設け，ここを拠点とした営業活動を

昨年末から開始した。

こうした販売戦略こそ，今後の地域活動にも大

きな役割が果たせるものと期待しながら，いつま

でも「うまじのあかり」を消さないように夢と希

望を膨らませている。

(いぬM､おきむ高知県淡鐸艫磯村森林組合/）専務理事



特集／村おこし町おこしの担い手をめざして23

森林ﾚｸﾘｴ岸ションと木工芸で村おこし
大分県日田地域クﾘー ﾝポﾘｽ開発構想の中で(上津江村｡中津江村）

桑野功

1．はじめに

大分県では今“一村一品運動”が全県にわたり

推し進められている。これは“おらが村の自慢，

目玉，生きがいはここにある”というものを1

つ，努力して作っていこうというもので，人々が

そこに定住していく「むらづくり」と結びついた

ものを掘り起こし，地域に適した産品を開発する

とともに，地域に誇りを持った人づくりを進めよ

うとする運動である。現在，県下で一村一品の品

目となっているものは260品目と多く，その中で

林業関係では，木工芸品，小径木丸太，げた，乾

しいたけ，生しいたけ，えのきたけ，たけのこ，

わさび，竹細工などが各市町村で挙げられてい

る。

また，日田地域では，森林産業文化圏の建設を

めざしたグリーンポリス地域を指定，開発構想を

策定し，林業・木材産業を基軸とするゆとりと活

気に満ちた，21世紀をめざした地域づくりを進

めているところである。

この日田地域は，1市2町3村で林業・林産業

を基盤とした地域経済構造をなしており，また，

地理的に九州の中心部に位置し，福岡市，北九州

市，大分市，熊本市からほぼ等距離にあり，都市

住民のレクリエーションの場としても期待されて

いる地域である。

なかでも特徴的な上津江村の森林レクリエーシ

ョン施設と，中津江村の木工芸加工施設について

絡介する。

2．森林と水と人のふれあいランド（フィッシ

ングパーク）

上津江村は，熊本県境にある人口1,535人と県

下で最少人口の村である。本村は総面積8,764ha

のうち95％が森林で，標高差800mと急しゅんな

地形である。村内の森林の78％が保安林に指定

され，また，人工林率も84％に達しているスギ

一色の山村である。この村で定住化を進めるに

は，この資源を活用した就業の場を確保する必要

久大本綴

福岡

~~、
、

I

ノ
大分県

日田

上津江村・森林と水と人のふれあいランド（フィッシングパーク）

林業技術No.5501988.1
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林業者健康増進センター（オガコ風呂）

がある。

昭和56年に県内最年少34歳の井上伸史村長が

誕生し，森林資源を活用した各種の事業が積極的

に推進され，間伐材利用のための丸棒加工工場

（ログハウス工場）の建設，森林レクリエーショ

ン施設の設置，分収育林の家1棟ふるさとの森づ

くり，ファミリーカーペンタースクールの開校な

どが実施された。

森林レクリエーション施設は，美林と清流を利

用し，長さ1,700m,幅200m,約35haの地域に

“森林と水と人のふれあい”を目的に新林業椛造

改善事業を昭和60年度から導入し，施設などを

順次整備してきたものである。

。健康とグルメゾーン（林業者健康増進センター

：グリーン温浴と称するオガコ風呂で特殊浴場

の許可を取っている。兵戸茶屋・喫茶店：郷土

料理など）

・渓流体験ゾーン（子供の川遊び）

･キャンプサイト（キャンプ場）

。フィッシングゾーン（川釣り）

･交流と創作のゾーン（広場）

･森林学習ゾーン（森林施業の体験）

･スポーッゾーン（テニス場など）

･自然学習ゾーン（国有林を活用した学習の森）

･リフレッシュゾーン（国有林のケヤキ林を活用

した散策遊歩道）

これらの施設は，奥日田グリーンライン（スー

パー林道奥日田線）の沿線にある。

この施設の就業人員は，男性5人(22～34歳)，

女性4人（18～41歳）で平均年齢は男女とも29

林業技術No.5501988.1

森林と水と人のふれあいランド（フィッシングゾーン）

歳で，男性すべてと女性2人が都会からのUター

ン者である。そのほかに地元婦人がパートで2人

就労している。

昭和61年9月からの年間利用者は，グリーン

温浴3,000人,釣場6,000人,茶屋22,000人など

順調で，従来の観光客数の3倍にもなっている。

グリーン温浴の入浴料は，村外者1,000円，村内

者500円で村民の1/3の500人が利用している。

また，本村では，カーペンタースクール（100

人)や家1棟分ふるさとの森づくり会員(169人）

など北海道から鹿児島までの会員交流会等がこの

ふれあいランドで開催されている。これらの行事

には，特別村民としての家族参加が多く，ふるさ

と志向とも相まって，今後とも利用者は増加して

いくと思われる。

61年9月からの年間収入は3,200万円で，まだ

採算ベースに乗らず，シーズンオフの活用方法や

宿泊施設の整備など問題点を持っている。計画と

しては，年間利用者70,000人，就業者30人を目

標としている。

3．蜂の巣工房（津江民芸木工組合）

次に上津江村に隣接の中津江村は，以前金鉱山

で栄えた村であるが閉山と同時に人口は激減し，

1,587人と県下で2番目に人口の少ない村となっ

ている。近年は廃坑を利用した地底博物館（鯛生

金山）として，年間50万人の観光客を集めてい

る。

本村の土地面積8,386haのうち92%が森林で，

この資源を活用した木工芸加工が計画された。

昭和59年津江民芸木工加工組合が地元林業者
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中津江村“蜂の巣工房”の展示室と喫茶店

5名で結成され，第3期山村振興対策事業を導

入，事業費1,350万円で木工加工場330m2,展示
かんな

室40m2と加工機械として，手押鉋，自動鉋，パ

ンドソー，昇降盤，木工ロクロなどを450万円で

設置した。昭和60年には，自己資金800万円で

喫茶店ログ（ログハウス）を開店した。

従事者は，木工技術者2人（木工経験20年で

35歳，50歳)，ロクロ技術者1名（ロクロ経験16

年で34歳)，一般作業者2人（山林業務と兼業で

38歳,40歳）で，木工技術者とロクロ技術者は，

都会からのUターン者である。さらに，喫茶店に

地元の女性1人を雇用している。

事業開始にあたっては技術習得のため，木工技

術者を大分県日田産業工芸試験所で3カ月間の研

修を行った。この研修は技術習得はもちろん，情

報収集，地元業界との結びつきなど，この事業成

功の基盤となった。また，職員は年間10日間の

研修視察を行い，常に情報収集に心力きけている。

製品はテーブル，イス》看板，ロクロクラフト

などで，販売先は県内はもちろん福岡県，熊本県

などである。材料はスギ，ヒノキ，ケヤキ，ク

ワ，エンジュなどで地元をはじめ宮崎県，熊本県

などから調達している。

生産は注文生産ですべてハンドメイドであり，

試作品は展示場での展示と喫茶店の調度品として

使用している。特に喫茶店では，木製コーヒーカ

ップを使用しているが，大変好評である。

さらに，材料調達特にログの調達や製品販売

は，地元の日田郡森林組合と提携している。
しもうけ

この施設は下筌ダムサイトの国道沿いにあり，
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鯛生金山への観光客も多く，地の利を得たところ

で年間利用者は7,000人にものぼっている。ま

た，蜂の巣工房の名前の由来は，下筌ダム建設反

対闘争で有名な蜂の巣城からとっており，人々に

広く知られている。

加工はむく加工，集成加工，塗装加工などで，

年間販売額は1,800万円，喫茶で350万円を上げ

ている。

目標は,10人体制で年間5,000万円を計画して

いる。また，地元婦人が手作り木工品で自宅を飾

りたいという要望があり，本年から婦人木工教室

を開講しており，地元女性6人（30歳代）が受

講，地元住民の生活向上にも役立っている。

4．おわりに

上津江村における森林レクリエーションと中津

江村における木工芸加工について紹介したが，両

村とも過疎地域における就業の場づくりと，村民

との深い結びつきで成功している。

その要因には井上上津江村長，斉藤中津江村長

をはじめとする良き指導者に恵まれたことである

といえる。また，井上村長，川野幹夫民芸木工組

合代表は，津江林研グループの前・現会長であ

り，林研グループ員の後援も大であった。

一村一品運動も究極は人づくりであり，地元に

密着した指導者の養成が村おこしの成功のかぎと

いえる。

両村を含む日田地域は，森林がきわめて重要な

産業基雛となっており，この資源の活用方策を積

極的に開発推進することが活力ある地域づくりを

進め，グリーンポリス織想の実現を可能にするか

ぎである。このためには，さらに充実した多様な

森林づくりを進めることはもちろんであるが，第

3次林業ともいえる森林の観光，レクリエーショ

ン利用，木材の高度総合加工利用などの取り組み

が肝要であり，両村の試みはこの地域づくりに重

要な意義を有するものである。

今後とも関係者と一体となって，調和のとれた

林業地域として振興を図りたいと考えている。

（くわの‘､さお．大分県凰圃事務所林業課/）専|'1員兼普及係長

林業技術No.5501988.1
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▲特選（農林水産大臣賞）「木出しの人々」高橋真一（秋田市）
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▲二席（日本林業技術協会賞）「雪国」本間公淳（秋田県横手市）
ミノルタXD,MD135ミリ,F11,1/250
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q一席（林野庁長官賞）「木材空輸」

山本成明（大津市）

北山杉の搬出にヘリコプターを使って近代化を

図っている。

アサヒペンタックスSPF,SMCタクマー28

ミリ,0gフィルター

７

▼佳作「古木」木曽赤沢自然休養林にて

柳澤基恵（長野県南安曇郡三郷村）
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二席（日本林業技術協会賞）し

「材を切る」

小富正昭（徳島市）

大きな座卓が何枚もとれそうな材木を切

る。電動ノコのキーンと耳を突く音が冷

気をさそう。

コンタックスRTS,ディスタゴン352

',F11,オート

休業技術No.5501988．1
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▲三席（日本林業技術協会賞）「木鉢を彫る」

大熊政彦（長野県飯山市）
アサヒペンタックスLX,タクマー35ミリ,F8,1/60

林業技術No.5501988．1

剣二席

（日本林業技術協会賞）

「早春」

岩谷真（岩手県下閉

伊郡川井村）

早池峰山麓にて

ミノルタXD,MD50ミ

リ,F11,オート

▲三席（日本林業技術協会賞）「冬山運材」

佐藤新一（秋田県横手市）
キャノンⅡD,35ミリ,F5.6,1/200



三席（日本林業技術協会賞）し

「昼休み」

下斗米光円(岩手県紫波郡都南村）

ミノルタX700,MD24ミリ,F11,

1/250

』

▲佳作陥林実習」杉山栄一（静岡県沼津市）

<熟
～
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ぐ三席（日本林業技術協会賞）

「薪運び」

横山広美（北海道天塩郡豊富町）

ミノルタXD,28ミリ,F11,オー

ト

＝壷

－．m墓〆‘・・・単‘－－ー皇．周劉

▲佳作「ゴロゴロに乗って」長吉秀（福岡市）

林業技術No.5501988.1
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ぐ三席三席（日本林業技術協会賞）

「カラマツ材の谷止工」

蟹江信幸（北海道帯広市）

カラマツ間伐材を使用した小規模の谷止

工事で自然によく融和している。

ニコンF3,F8,1/60,Y2フィルタ

▲佳作「森林よよみがえれ」石川孝一（北海道旭川市）▲佳作「山村の詩」佐賀敬（岩手県釜石市）

▲佳作「山に生きる」

島田谷正（宮崎市）

▲佳作「集材」

加賀谷良助（秋田県横手市）

…“…〃…一“
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について

1．道路建設前のササラダニ類生

息状況

ロ苫小牧演習林における道路建設が

土壌性ササラダニ類にあたえる影靭

について

Ⅱ、道路建設のための森林伐採が

隣接林分のササラダニ類に与える影

響

口道路建設が森林の大形土壌動物に

及ぼす影響について

ロ苫小牧演習林におけるモミジニダ

イケアブラとその共生アリの分布

－特に，高速道路建設の影響につ

いて

口高速道路による森林の分断が鳥類

の行動に与える影響

口高速道路建設が周辺地域の鳥類相

に及ぼす影響

閥 術情畷
※ここに紹介する資料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ
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研究報告第14号

昭和61年12月

高知県林業試験場

ロヒノキ採種園における種子生産技

術の確立

ロスギ心材色の発生条件に関する研

究

口林内作業車の合理的作業方法に関

する研究

口松の枯損被害パターンをもとにし

た新たな防除技術の実用化に関する

調査

ロパンド法によるスギカミキリの防

除に関する研究

ロスギカミキリ成虫の捕殺試験

口木質系産業用資材等の需要ポテン

シャル調査

口山腹急斜地の緑化に有効な基礎工

に関する研究

口広葉樹林下の粗粒質火山放出物未

熟土の土壌温度状況

口苫小牧演習林における陸棲貧毛類

とその定量的予備調査

ロ苫小牧演習林におけるアリ群集の

生態的構造

口冷温帯森林内におけるアリ巣の分

散様式（英文）

ロ北海道におけるいろいろな森林内

のショウジョウバエ類の垂直分布

Ⅲ、北海道大学苫小牧演習林（英

文）

ロ苫小牧のいろいろな生息地におけ

るガ類相一森林性種とオープンラ

ンド性種について（英文）

ロ苫小牧演習林における野ネズミ瀬

の生態的分布と個体数の年次変化

ロ苫小牧演習林におけるエゾノウサ

ギの生息数変動

ロ苫小牧演習林におけるキタキツネ

Vi"cs〃"幼eSSC〃γe犯C"KISHIDA

の生態学的研究一キタキツネの行

動域と土地利用

ロ勇払原野一帯の鳥類相

口帯状伐採による林縁部の風

口高速道路建設による林地の風の変

化

口高速道路切土帯の放射冷却

ロ苫小牧演習林の大気汚染(Ⅳ)－

簡易型サンプラーによる高速道路周

辺の二酸化窒素の測定

ロ苫小牧演習林の土壌－特に堆祇

腐植の性質とそれに対する伐採の影

響

口高速道路建設による森林群落の変

化

口苫小牧演習林における道路建設が

字f鐘性ササラダニ類にあたえる影響

演習林研究報告第44巻第3号

昭和62年8月

北海道大学農学部演習林

ロアカマツ林地帯における私有林の

施業に関する研究一岩手県九戸郡

種市町の私有林経営の分析

ロ苫小牧地方国有林における交互滞

状皆伐作業の展開構造一一人工林造

成における施業仕組の分析

口長伐期人工林施業の体系化に関す

る研究一チーク人工林施業と吉野

地方スギ人工林施業との比較考察

ロカラマツ人工林の天然下種更新

ロ北海道北部の亜寒帯林におけるリ

ターフォールとその分解過程(英文）

ロ北海道の造林地における動物害の

発生要因

1.カラマツ壮令林で見られたエ

ゾヤチネズミによる被害の要因分析

（英文）

ロ北海道に産する二型のイワナ属魚

類の稚魚期の生活史に関する研究

（英文）

林業技術No.5501988.1

演習林研究報告第44巻第2号

昭和62年7月

北海道大学農学部演習林

口苫小牧周辺の第四紀の地史につい

て

ロ苫小牧演習林地域における植生の

変遷

口苫小牧演習林内高速道路用地の林

分構成

口森林上の風速の垂直分布

口北海道中央部における空中花粉の

落下と風による巡搬（Ⅱ）（英文）

口広葉樹林の水および熱エネルギー

収支と林内環境

口広葉樹林下の土壊中における無機

元素の動態（第1報）

口広葉樹林下の土壊中における無機

元素の動態（第2報）
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一

で
装
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る
の
だ
。
結
婚
し

て
林
業
を
継
い
で
く
れ
る
よ
う
な
青
年
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
、
そ
れ
が
無
理
な
ら
せ
め
て
吉
野
の
姓
だ
け
で
も
も
っ

て
も
ら
い
た
い
の
だ
が
、
と
い
っ
た
話
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
私
の
妻
は
武
子
と
い
う
名
前
だ
が
、
吉
野
さ

ん
夫
妻
は
「
オ
カ
モ
ッ
チ
ャ
ン
」
と
呼
ぶ
。
妻
の
旧
姓
の

「
岡
本
』
を
も
じ
っ
た
も
の
で
、
独
身
の
こ
ろ
は
い
わ
ば

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
だ
っ
た
の
だ
。
私
た
ち
は
こ
の
村
に
い
る

と
き
に
結
婚
し
た
。
そ
し
て
吉
野
さ
ん
は
独
身
時
代
の
部

分
も
知
っ
て
お
り
、
あ
る
意
味
で
は
縁
結
び
の
役
割
を
果

た
し
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
親
し
み
を
込
め
て
今
で
も
「
オ

カ
モ
ッ
チ
ャ
ン
」
な
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
お
い
し
い
酒
と
肴
と
、
そ
し
て
友
人
家
族
と

の
久
し
ぶ
り
の
語
ら
い
に
、
私
は
機
嫌
よ
く
杯
を
重
ね(画・筆者）

つ
ぎ
の
朝
、
武
文
さ
ん
は
大
学
生
の
娘
た
ち
と
高
野
竜

神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
へ
紅
葉
を
見
に
行
く
と
い
う
の
で
、
妻

も
そ
の
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
。

私
は
一
人
で
キ
リ
ク
チ
谷
へ
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北

か
わ
ら
び

股
か
ら
だ
と
山
道
を
四
キ
ロ
ば
か
り
車
で
走
り
、
川
原
樋

が
わ川
（
熊
野
川
支
流
）
を
渡
っ
た
所
か
ら
登
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
そ
の
近
く
の
平
地
区
を
訪
ね
て
み
た
。

平
は
山
の
中
腹
の
平
た
ん
地
に
田
畑
と
と
も
に
十
数
戸

の
家
々
が
か
た
ま
っ
た
小
集
落
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
キ
リ

ク
チ
の
谷
は
見
え
な
い
が
、
我
々
の
造
林
小
屋
だ
け
は
稜

線
に
あ
っ
た
の
で
、
は
る
か
に
望
む
こ
と
が
で
き
た
。
人

影
は
見
分
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
遠
い
が
、
夜
に
な
る
と
互
い

の
家
の
明
り
は
確
か
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
今
見

上
げ
る
山
は
濃
い
霧
に
隠
さ
れ
て
い
る
。

キ
リ
ク
チ
谷
で
働
い
て
い
た
こ
ろ
、
平
の
人
々
に
は
な

に
か
と
や
っ
か
い
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
キ
リ
ク
チ
谷
は

平
地
区
の
共
有
林
だ
っ
た
も
の
を
、
海
南
市
の
名
手
酒
造

株
式
会
社
が
流
域
の
西
半
分
二
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
買

収
し
て
造
林
を
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
縁
か
ら
村
の

森
林
組
合
長
で
も
あ
る
玉
谷
勘
三
郎
氏
に
は
世
話
人
と
し

て
助
け
て
も
ら
っ
た
。

例
え
ば
玉
谷
さ
ん
の
家
で
郵
便
を
受
け
て
も
ら
い
、
電

話
も
取
り
継
い
で
も
ら
っ
た
。
ま
た
里
に
寄
っ
た
際
に
は

野
菜
な
ど
も
た
び
た
び
い
た
だ
い
た
。
遠
く
隔
た
っ
た
山

中
に
暮
ら
す
者
に
と
っ
て
、
最
寄
り
の
里
は
い
わ
ば
社
会

る
。
宴
会
が
す
ん
で
、
吉
野
さ
ん
夫
妻
と
「
オ
カ
モ
ッ
チ

ャ
ン
」
は
近
く
の
温
泉
に
出
か
け
た
が
、
私
は
そ
の
ま
ま

酔
い
つ
ぶ
れ
て
寝
た
。

へ
の
窓
口
で
あ
り
、
温
か
い
心
づ
か
い
は
よ
け
い
身
に
し

み
る
も
の
だ
。

だ
か
ら
今
も
私
は
ま
ず
玉
谷
さ
ん
に
ご
あ
い
さ
つ
を
す

る
の
で
あ
る
。
氏
は
林
業
家
だ
が
、
か
つ
て
の
師
範
学
校

を
出
て
い
て
、
い
か
に
も
柔
和
な
知
識
人
で
あ
る
。
座
敷

に
正
座
し
て
笑
顔
で
も
っ
て
応
待
し
て
く
だ
さ
る
。

十
年
ひ
と
昔
、
と
い
わ
れ
る
が
、
十
年
と
い
う
歳
月
は

そ
れ
な
り
に
重
く
、
人
生
に
も
有
為
変
転
が
あ
る
。
玉
谷

さ
ん
の
と
こ
ろ
で
も
、
お
母
さ
ん
と
奥
さ
ん
を
亡
く
さ
れ

た
。
息
子
た
ち
も
町
で
世
帯
を
持
っ
た
そ
う
で
、
氏
は
今

で
は
独
り
暮
ら
し
で
あ
る
。
台
所
な
ど
は
近
所
の
人
が
世

話
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
老
婦
人
が
私
に
コ
ー

ヒ
ー
を
い
れ
て
く
れ
る
。

「
名
手
さ
ん
の
山
も
、
今
は
三
人
ほ
ど
で
も
っ
ぱ
ら
下

刈
り
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
す
よ
。
植
林
は
も
う
年
に
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
し
か
や
り
ま
せ
ん
。
林
業
も
景
気
が
悪

い
で
す
か
ら
ね
」
と
玉
谷
さ
ん
は
言
わ
れ
る
。
「
う
ち
の

森
林
組
合
な
ん
か
で
も
、
事
業
と
い
え
ば
林
道
建
設
だ
け

で
す
な
。
キ
リ
ク
チ
谷
に
も
林
道
を
つ
け
る
予
定
で
い
ま

す
よ
」
私
は
キ
リ
ク
チ
の
山
に
入
ら
せ
て
も
ら
う
か
ら
、
と
こ

と
わ
り
を
言
っ
て
玉
谷
さ
ん
の
家
を
出
た
。

畑
に
老
夫
婦
が
い
て
白
菜
を
切
り
取
っ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
顔
見
知
り
で
、
相
手
は
私
の
名
前
も
覚
え
て
い
て
く

れ
る
。
現
場
に
山
小
屋
を
建
て
る
ま
で
の
数
日
間
、
私
ど

も
は
平
地
区
で
空
家
を
借
り
て
住
ん
だ
。
ま
た
春
に
苗
木

が
一
度
に
ど
っ
と
き
て
仕
事
に
追
わ
れ
る
と
、
こ
こ
の
人

に
頼
ん
で
、
仮
植
畑
の
開
墾
や
荷
上
げ
を
手
伝
っ
て
も
ら

っ
た
も
の
だ
。

林業技術No.5501988．1
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跡
巻
鵬
村
（
奈
良
県
）
へ
行
っ
て
み
た
い
、
と
妻
が
突

然
に
言
い
出
し
た
。
そ
こ
で
林
業
と
民
宿
を
や
っ
て
い
る

吉
野
さ
ん
が
今
年
も
マ
ツ
タ
ケ
山
の
権
利
を
手
に
入
れ
た

の
で
、
遊
び
に
こ
な
い
か
と
電
話
を
か
け
て
く
れ
た
そ
う

だ
。
私
ど
も
は
結
婚
し
て
こ
の
秋
で
ち
ょ
う
ど
十
周
年
に
な

る
が
、
い
ま
も
っ
て
別
居
暮
ら
し
を
続
け
て
い
る
。
つ
ま

り
私
は
熊
野
（
和
歌
山
県
）
の
山
里
で
老
母
と
一
緒
に
住

み
、
妻
は
仕
事
を
も
っ
て
神
戸
市
に
い
る
の
だ
。
私
が
月

に
一
度
ぐ
ら
い
訪
ね
て
行
く
と
い
う
か
た
ち
な
の
で
あ

る
。
十
一
月
初
め
の
こ
の
と
き
も
神
戸
に
い
た
の
で
、
そ

こ
か
ら
車
で
野
迫
川
村
に
向
け
て
出
発
し
た
。

大
阪
の
市
街
は
高
速
道
路
を
抜
け
、
河
内
か
ら
金
剛
山

を
越
え
て
五
条
市
へ
下
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
さ
ら
に
五
条

か
ら
は
山
あ
い
の
道
を
野
迫
川
村
へ
と
登
る
。
じ
つ
に
久

し
ぶ
り
で
通
っ
て
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
路
や
周
り
の
風

景
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
野
迫
川
村
の
キ
リ
ク
チ
谷

で
働
い
て
い
た
こ
ろ
に
は
、
よ
く
こ
の
道
を
神
戸
ま
で
往

復
し
た
も
の
だ
。

私
が
キ
リ
ク
チ
谷
の
造
林
現
場
に
い
た
の
は
、
昭
和
四

十
八
年
か
ら
五
十
三
年
十
一
月
ま
で
の
足
か
け
五
年
間
だ

山
峡
の
譜

キ
リ
グ
チ
谷
Ｉ
あ
あ
結
婚
Ｈ

宇
江
敏

っ
た
。
冬
の
間
の
三
カ
月
は
雪
と
磯
の
た
め
に
小
屋
を
閉

じ
て
い
た
か
ら
、
正
味
で
四
十
五
カ
月
ば
か
り
そ
の
現
場

に
い
た
わ
け
だ
。

野
迫
川
村
は
熊
野
に
あ
る
私
の
実
家
か
ら
だ
と
、
車
で

四
時
間
あ
ま
り
を
要
す
る
道
の
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
現

場
に
入
っ
て
い
る
間
、
家
の
ほ
う
は
留
守
を
母
親
に
ま
か

せ
て
い
た
。
た
ま
の
休
み
に
は
山
か
ら
下
る
わ
け
だ
が
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
神
戸
へ
向
か
っ
て
こ
の
道
を
走
る
こ

と
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。

野
迫
川
へ
の
谷
沿
い
の
道
の
周
り
に
も
、
耕
作
を
放
棄

し
た
水
田
が
そ
こ
か
し
こ
に
見
ら
れ
る
。
た
い
て
い
は
杉

や
桧
を
植
え
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
か
ら
ま
っ
た
ム
カ

ゴ
の
塗
に
た
く
さ
ん
の
実
が
つ
い
て
い
る
。
見
つ
け
る
た

び
に
車
を
止
め
、
妻
と
二
人
し
て
木
を
引
き
寄
せ
て
、
下

に
受
け
た
帽
子
に
太
っ
た
実
を
払
い
落
と
し
た
。
合
わ
せ

て
一
升
ば
か
り
に
も
な
っ
て
大
収
種
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
で
遊
ん
だ
た
め
に
、
北
股
の
吉
野
屋
に
着

い
た
こ
ろ
は
午
後
の
四
時
に
も
な
っ
て
い
た
。
北
股
は
山

に
囲
ま
れ
た
所
に
三
十
数
軒
が
寄
り
そ
っ
た
小
さ
な
里

で
、
民
宿
吉
野
屋
は
ち
ょ
っ
と
は
ず
れ
た
谷
の
近
く
に
あ

る
。
こ
の
家
も
私
が
こ
の
村
に
い
た
こ
ろ
に
新
築
し
た
も

勝

の
だ
。
植
物
好
き
の
武
文
さ
ん
は
、
野
迫
川
村
に
あ
る
か

ぎ
り
の
木
や
草
を
庭
に
植
え
て
い
る
が
、
し
ば
ら
く
見
な

い
う
ち
に
玄
関
が
暗
い
ほ
ど
に
大
き
く
な
っ
た
。
そ
の
庭

に
顔
な
じ
み
の
デ
ン
ジ
ロ
ヴ
が
寝
そ
べ
っ
て
尾
を
振
っ
て

い
る
。
真
っ
黒
怨
こ
の
犬
も
も
う
相
当
な
年
だ
ろ
う
。

日
が
暮
れ
る
と
と
も
に
ス
キ
ヤ
キ
の
宴
会
で
も
て
な
し

て
く
れ
る
。
武
文
さ
ん
弓
蒜
予
さ
ん
夫
妻
に
、
た
ま
た
ま

街
か
ら
帰
っ
て
い
た
次
女
の
留
美
ち
ゃ
ん
と
そ
の
友
人
二

人
も
加
わ
る
。
私
が
い
た
こ
ろ
に
は
小
学
校
へ
通
っ
て
い

た
留
美
ち
ゃ
ん
も
、
今
で
は
大
学
生
な
の
で
あ
る
。

ス
キ
ヤ
キ
に
は
マ
ツ
タ
ケ
の
ほ
か
ク
リ
タ
ケ
や
シ
ョ
ウ

ゲ
ン
ジ
な
ど
の
キ
ノ
コ
類
も
豊
富
に
入
っ
て
い
る
。
そ
し

て
吉
野
さ
ん
夫
妻
は
ひ
と
し
き
り
マ
ツ
タ
ケ
の
話
だ
。

松
林
は
区
有
林
だ
が
、
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
マ
ツ
タ
ケ

を
と
る
権
利
を
入
札
に
す
る
。
今
年
は
吉
野
さ
ん
が
全
体

を
二
百
三
十
五
万
円
で
落
札
し
た
が
、
大
豊
作
で
も
う
け

た
の
だ
と
、
す
こ
ぶ
る
機
嫌
が
よ
い
。
五
条
市
の
市
場
に

出
す
の
だ
が
、
九
月
の
初
め
に
は
一
キ
ロ
が
六
万
円
も
し

た
と
い
う
。
し
か
し
広
い
面
積
な
の
で
、
盗
み
に
入
る
者

も
い
て
油
断
が
な
ら
な
い
。
そ
の
見
張
り
を
す
る
た
め

に
、
武
文
さ
ん
は
夜
明
け
か
ら
日
暮
れ
ま
で
山
を
歩
き
ま

わ
っ
た
。
九
月
、
十
月
の
二
カ
月
間
休
み
な
し
で
、
足
を

痛
め
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。

「
そ
れ
で
も
マ
ツ
タ
ケ
が
い
ち
め
ん
に
生
え
て
い
る
の

を
見
る
と
、
興
奮
し
て
足
の
痛
み
な
ど
忘
れ
て
し
ま
い
ま

す
よ
。
一
万
円
札
を
拾
う
よ
う
な
も
ん
で
す
か
ら
ね
。
ま

あ
面
白
か
つ
た
で
す
な
」
と
武
文
さ
ん
は
笑
っ
た
。

ま
た
二
六
子
さ
ん
の
ほ
う
は
私
の
妻
を
相
手
に
、
姉
娘

こ
な
み

の
公
名
民
の
こ
と
を
語
る
。
公
名
ち
ゃ
ん
は
す
で
に
大
阪

林業技術No.5501988.1
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恩徳寺の結びイプキ リンホフスーパーテヒニカ4×5｡300ミリレンズ。トライX

〔恩徳寺の結びイプキ〕

所在山口県豊浦郡豊北町大字神田肥中。恩徳寺境内
交通山陰本線阿川または滝部駅前よりタクシー
特徴国指定天然記念物。目通り周囲2.9m･
樹高約5m

〔蒲生のクス〕

所在鹿児島県姶良郡茄生町。
交通鹿児島本線西鹿児島駅。
特徴国指定特別天然記念物。

樹高30m

八幡神社境内

バス40分

目通り周囲33m。

柵
恩
徳
寺
の
結
び
イ
ブ
キ
ー
異
形
中
の
異
形

昭
和
十
三
年
春
、
秋
田
の
金
足
農
業
学
校
を
出
た
私
の

初
め
て
の
勤
め
先
は
秋
田
営
林
署
だ
っ
た
。
仕
事
は
検
尺

係
Ｕ

男
鹿
半
島
の
本
山
山
ろ
く
か
ら
伐
り
出
さ
れ
る
秋
田
ス

ギ
の
検
尺
は
、
伐
採
現
場
の
山
元
検
尺
、
中
土
場
検
尺
、

貯
木
場
検
尺
と
三
回
行
わ
れ
た
。
私
は
集
材
さ
れ
た
ス
ギ

ど
そ
り

丸
太
を
土
橇
に
積
む
際
の
中
土
場
検
尺
係
だ
っ
た
。

あ
る
晴
れ
た
日
、
私
は
竹
尺
の
先
に
か
ぎ
の
つ
い
た
検

尺
を
か
つ
い
で
現
場
へ
。
谷
を
隔
て
た
向
こ
う
側
の
斜
面

は
伐
採
が
終
わ
り
春
の
陽
光
が
さ
ん
さ
ん
と
し
て
い
た
。

そ
の
中
に
一
本
だ
け
ス
ギ
が
巨
立
し
て
い
る
。
「
ど
う
し

て
あ
の
ス
ギ
伐
ら
な
い
ん
だ
？
」
私
が
大
き
な
声
で
叫
ぶ

そ
ま
ふ

と
、
一
服
し
て
い
た
杣
夫
が
、
「
お
前
さ
ん
、
御
神
木
を
知

ら
な
い
な
。
あ
の
ス
ギ
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
な
」
と

意
味
あ
り
げ
に
笑
う
と
、
ボ
ン
と
キ
セ
ル
を
た
た
い
た
。

谷
に
か
か
っ
て
い
る
橋
を
渡
ろ
う
と
し
て
ギ
ョ
ッ
と
足

が
す
く
ん
だ
。
橋
ゲ
タ
か
ら
、
無
数
の
蛇
が
縄
の
よ
う
に

よ
じ
れ
な
が
ら
谷
に
向
か
っ
て
ぷ
ら
下
っ
て
い
る
の
だ
っ

た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
見
る
光
景
に
蛇
の
交
尾
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
思
い
つ
く
ま
で
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
っ

た
。
勇
気
を
出
し
て
御
神
木
へ
、
こ
こ
で
ま
た
飛
び
上
が

っ
た
。
足
も
と
の
草
む
ら
に
湯
飲
茶
わ
ん
ほ
ど
の
太
さ
の

青
大
将
が
幾
百
、
い
や
幾
千
と
も
な
く
相
手
を
求
め
て
ニ

ヨ
ロ
、
ニ
ヨ
ロ
◎

枝
が
多
数
分
岐
し
て
、
横
に
屈
曲
し
、
交
錯
し
て
数
匹

お
ろ
ち

の
大
蛇
が
、
互
い
に
か
ら
み
合
っ
て
「
ト
グ
ロ
」
を
巻
い

て
い
る
よ
う
な
本
樹
を
見
て
、
四
十
年
前
を
ま
ざ
ま
ざ
と

思
い
出
し
て
い
た
。

桃業技術No.5501988.1
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蒲
生
の
ク
ズ私

の
古
樹
巡
礼

リ
ン
ホ
フ
ス
ー
パ
ー
テ
ヒ
ニ
カ
四
×
五
・
一
五
○
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下
弘

か
も
う

“
蒲
生
の
ク
ス
ー
わ
が
国
最
大
の
巨
木

私
は
何
度
か
こ
の
ク
ス
ノ
キ
を
訪
れ
て
い
る
。
し
か
し

ど
う
い
う
わ
け
か
晴
天
に
は
一
度
も
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ

た
。
八
幡
神
社
境
内
の
西
南
側
、
す
な
わ
ち
社
殿
に
向
か

っ
て
左
側
に
、
で
ん
、
と
そ
そ
り
立
つ
こ
の
巨
樹
は
、
小

雨
や
曇
り
空
の
境
内
を
覆
い
、
何
か
近
寄
り
が
た
い
雰
囲

気
さ
え
あ
っ
て
、
全
国
の
名
だ
た
る
巨
樹
を
知
っ
て
い
る

つ
も
り
の
私
を
圧
倒
す
る
よ
う
に
迫
っ
て
く
る
の
が
常
だ

っ
た
。ス
ギ
の
巨
木
中
の
巨
木
で
あ
る
屋
久
島
の
縄
文
ス
ギ
も

高
知
県
の
杉
の
大
ス
ギ
も
、
幹
周
り
三
十
三
メ
ー
ト
ル
の

巨
体
に
は
一
目
も
二
目
も
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幹

ば
ん
き
虫

の
北
側
と
西
側
に
は
巨
大
な
こ
ぶ
が
蟠
踞
し
て
い
て
、
こ

の
巨
体
を
が
っ
し
り
と
支
え
て
い
る
。
ま
た
西
側
の
基
部

お
う
が

に
は
、
裸
女
が
な
ま
め
か
し
い
姿
態
で
横
臥
し
た
か
に
見

く
う
ど
う

え
る
部
分
が
あ
り
、
人
の
入
れ
る
ほ
ど
の
空
洞
が
あ
る
。

ク
ス
ノ
キ
は
本
州
（
関
東
以
西
Ｎ
四
国
、
九
州
、
沖

縄
、
台
湾
、
中
国
南
部
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
暖
帯
か
ら
亜
熱

帯
に
分
布
す
る
が
、
わ
が
国
の
樹
木
の
中
で
は
最
も
巨
木

に
な
る
性
質
を
も
っ
た
木
で
あ
る
。

古
代
日
本
人
に
と
っ
て
ク
ス
ノ
キ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

マ
キ
な
ど
は
貴
重
な
材
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
植
林
の

神
と
い
わ
れ
る
謹
錘
識
蕊
の
説
話
（
記
・
紀
）
が
端
的
に

物
語
っ
て
い
る
。
巨
木
に
な
る
ス
ギ
と
ク
ス
ノ
キ
は
船
を

造
る
に
用
い
よ
、
と
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ビ
ャ

ク
ダ
ン
に
似
た
香
木
と
し
て
、
日
本
最
古
の
木
彫
仏
に
用

い
ら
れ
た
の
も
ク
ス
ノ
キ
で
あ
っ
た
。

樹
齢
千
数
百
年
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
巨
樹
も
最
近
め
っ

き
り
樹
勢
が
劣
え
始
め
て
い
る
と
伝
え
聞
い
た
が
：
：
：
。 ’
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製造工程
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面’ 研’長仕厚小 つ

蝋

ぱ ささ

削 上割

決止決
ロ
叩

計士
＝削げ め め燥 めりり

在
で
は
全
国
に
一
○
社
ぐ
ら
い
で
、
そ
の
う
ち
六
社

が
都
城
に
あ
る
。

種
類
小
刀
、
大
刀
、
棒
術
用
木
銃
、
空
手
杖
、
な

ぎ
な
た
、
鎖
鎌
な
ど
。
昔
な
が
ら
の
手
加
工
の
も
の

と
、
一
部
機
械
加
工
の
も
の
が
あ
る
。
機
械
に
よ
る

も
の
も
最
終
的
に
は
人
の
手
で
仕
上
げ
る
。

特
色
材
料
そ
の
も
の
の
美
し
さ
、
刃
の
反
り
加
減

や
肉
付
き
、
先
細
り
の
具
合
、
柄
の
握
り
具
合
な
ど

な
ん
と
も
い
え
な
い
味
わ
い
が
あ
る
。
こ
と
に
イ
ス

き
め

ノ
キ
材
の
高
級
品
は
色
つ
や
が
重
厚
で
、
肌
理
が
細

か
く
、
や
や
重
く
て
、
持
っ
た
感
じ
は
な
ん
と
も
い

え
な
い
。

沿
革
都
城
は
霧
島
山
の
ふ
も
と
で
、
イ
ス
ノ
キ
、

カ
シ
、
ビ
ワ
な
ど
広
葉
樹
の
豊
か
な
山
林
が
広
が
っ

て
い
る
。
諸
国
の
剣
士
た
ち
が
こ
れ
ら
の
山
々
に
こ

も
り
、
特
有
の
材
を
見
つ
け
て
木
刀
を
作
り
、
心
身

を
鍛
練
し
て
い
た
の
で
、
古
く
か
ら
武
具
作
り
が
盛

ん
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
薩
摩
藩
の
支
封
に
な

り
、
薩
摩
自
源
流
の
大
刀
を
見
本
に
し
て
木
刀
作
り

の
技
術
が
伝
承
さ
れ
た
。
明
治
の
末
に
は
新
陰
流
の

大
刀
を
加
味
し
、
反
り
の
あ
る
木
刀
の
型
が
で
き

た
。
数
百
年
を
経
た
イ
ス
ノ
キ
の
心
材
で
作
っ
た
も

の
は
、
「
ス
ヌ
ケ
」
と
称
し
て
、
強
度
？
弾
力
性
、

光
沢
が
優
れ
、
時
に
は
コ
ク
タ
ン
と
見
間
違
え
る
ほ

ど
美
し
い
肌
合
い
を
示
す
こ
と
が
あ
り
、
愛
好
家
に

珍
重
さ
れ
て
い
る
。
運
動
具
と
し
て
の
生
産
は
大
正

の
中
ご
ろ
か
ら
で
、
柔
道
、
剣
道
を
は
じ
め
、
弓

道
、
居
合
い
な
ど
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
、

急
速
に
発
展
し
た
。
カ
シ
は
全
国
の
八
○
％
が
南
九

州
に
自
生
し
て
お
り
、
都
城
の
木
刀
、
な
ぎ
な
た
、

木
銃
、
空
手
用
木
工
品
は
海
外
に
も
輸
出
し
て
い

る
。
都
城
は
全
国
一
の
木
刀
の
生
産
地
で
、
現
在
、

全
国
生
産
の
八
○
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。

原
材
料
イ
ス
ノ
キ
、
ア
カ
ガ
シ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ビ
ワ

製
造
技
術
原
木
を
木
取
り
し
、
大
割
り
し
た
板
材

お
び
の
こ

に
墨
付
け
し
て
、
帯
鋸
で
一
本
ず
つ
荒
木
取
り
す
る

（
小
割
り
）
。
乾
燥
を
促
進
す
る
た
め
（
ア
カ
ガ
シ
の

場
合
は
着
色
を
兼
ね
て
）
蒸
煮
し
て
、
屋
外
で
一
カ

月
天
然
乾
燥
し
、
さ
ら
に
人
工
で
含
水
率
一
二
ｌ

か
ん
な

一
五
％
ぐ
ら
い
に
乾
燥
さ
せ
る
。
手
押
鉋
で
片
面
を

削
り
、
自
動
鉋
で
厚
さ
を
決
め
る
。
角
の
荒
面
取
り
を

し
て
か
ら
、
各
種
の
手
鉋
で
仕
上
げ
削
り
を
す
る
。

全
面
を
ハ
ン
ド
サ
ン
ダ
ー
で
仕
上
げ
、
ヤ
ス
リ
で
つ

ば
止
め
を
す
る
。
昇
降
盤
で
切
先
、
柄
頭
の
長
さ
を

決
め
、
パ
ー
マ
グ
リ
ッ
ト
サ
ン
ダ
ー
で
面
を
取
る
。

普
通
品
は
ニ
ス
を
塗
る
か
、
ク
リ
ヤ
ー
ラ
ッ
カ
ー
を

吹
き
付
け
塗
装
す
る
が
、
高
級
品
は
塗
装
し
な
い
。

な
お
、
材
の
目
切
れ
が
し
な
い
よ
う
に
加
工
す
る
特

殊
な
技
法
、
伝
統
的
な
刀
の
反
り
具
合
や
刀
身
の
重

さ
加
減
な
ど
は
、
長
年
の
間
に
会
得
し
た
勘
と
熟
練

し
た
技
術
に
よ
る
手
加
工
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

生
産
地
都
城
市

生
産
規
模
○
企
業
数
六

○
従
事
者
数
六
九
人

○
年
生
産
額
三
億
円

組
合
○
都
城
木
刀
製
造
協
同
組
合
〔
〒
八
八
五

都
城
市
早
水
町
三
五
四
六
電
話
（
○

九
八
六
）
二
三
’
○
八
六
八
〕
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全
国
伝
統
的
工
芸
品
セ
ン
タ
１
主
任
相
鮫
員

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

－－1

1

都 城木刀22●

木
工
の
職
業
に
棒
屋
と
い
う
の
が
あ
る
。
棒
屋

か
ら
や

（
関
西
で
は
柄
屋
と
い
う
。
十
能
、
鍋
、
包
丁
な
ど

つ
か
や

の
柄
を
作
る
柄
屋
と
は
違
う
）
と
は
、
主
と
し
て
堅

木
で
各
種
の
道
具
や
器
械
の
付
属
品
を
作
る
人
を
い

く
ら
き
づ
ち
て
ん
び
ん
ぽ
う
も
く
じ
ゆ
う

う
。
馬
の
鞍
、
木
槌
、
拍
子
木
、
天
秤
棒
、
木
銃
、

木
刀
な
ど
、
た
だ
木
を
削
っ
た
だ
け
の
も
の
で
、
木

工
品
の
う
ち
で
最
も
単
純
な
工
作
法
の
も
の
で
あ
る

と
い
え
る
。

き
だ
ち
ぽ
つ
け
ん
●
。
●

木
刀
は
木
太
刀
、
木
剣
と
も
い
い
、
①
つ
か
と
さ

や
の
こ
し
ら
え
は
普
通
の
刀
と
同
じ
で
、
中
身
だ
け

■
●
●
●

を
木
製
と
し
た
も
の
、
②
つ
か
、
さ
や
、
中
身
を
一

●
●
●
●

本
の
木
で
作
り
、
外
形
だ
け
に
刀
の
こ
し
ら
え
を
施

き
つ
き
き

し
た
も
の
、
③
木
を
削
っ
た
ま
ま
切
先
を
と
が
ら
せ

た
だ
け
の
も
の
が
あ
る
。
①
は
偽
装
用
で
、
い
わ
ゆ

た
け
み
つ
ち
ゅ
う

る
竹
光
は
こ
の
種
の
も
の
で
あ
る
。
②
は
老
人
や
中

げ
ん
し
ん
ち
ゅ
う

間
、
小
者
用
で
、
江
戸
時
代
に
は
カ
シ
で
、
真
論
胴

金
入
り
の
鉄
つ
ば
の
も
の
を
中
間
用
と
し
て
い
た
。

③
は
も
っ
ぱ
ら
兵
術
者
の
間
で
用
い
ら
れ
た
剣
術
の

け
い
こ
用
で
、
普
通
は
ア
カ
ガ
シ
を
蛤
刃
に
削
っ

て
、
磨
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
長
さ
は
各
自
の
好

み
や
流
派
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
大
は
二

尺
五
寸
（
七
五
・
八
セ
ン
チ
）
、
小
は
一
尺
八
寸
（
五

四
・
五
セ
ン
チ
）
を
基
準
と
し
て
い
る
。
現
在
①
と

②
は
運
動
具
と
し
て
で
は
な
く
、
工
芸
品
と
し
て
所

持
し
て
い
る
人
が
多
い
。
③
の
場
合
も
、
実
用
以
外

●
●
●

に
材
質
感
、
峰
や
し
の
ぎ
の
流
麗
な
姿
に
魅
せ
ら
れ

て
、
工
芸
品
と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
は
東

京
や
大
阪
周
辺
に
も
木
刀
業
者
が
多
数
い
た
が
、
現
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分を改め，人工林は単層林施業と複

層林施業に，天然林は天然生林施業

と育生天然林施業に区分する。③

林道と一体となって継続的な使用に

供する基幹作業道を整備する。④

森林被害に対する抵抗性の高い森林

の育成を図り，的確な病害虫の防

除,山火事の警防等に努める。⑤保

健，文化，教育的な森林の利用を推

進し，木材生産と併せて森林の総合

的な利用を図る。

3．計画量

（1）伐採材積

主伐は，現行計画の約70％5徳

7,100万1113,間伐は,現行計画比約10

％増1"6,000万nf:を計画する。

（2）造林面稜

人工造林は176万haとし，うち新

たに複層林を24万ha造成する。こ

の結果，人工林面積は1,121万haと

する。

天然更新は292万haとし，新たに

農材鵜

全国森林計画が策定される

林野庁は，昨年12月16日中央森

林審議会（会長・松本作術氏）に諮

り，昭和63年4月1日から15年間

の「全国森林計画」を策定し公表し

た。

この計画は，政府が策定する「森

林資源に関する基本計画」および

「重要な林産物の需要及び供給に関

する長期見通し」に基づいて国民生

活に不可欠な木材を安定的に供給す

るため，農林水産大臣が全国の森林

について，5年ごとに，15年を1期

として,森林の整備目標,森林施業の

基本的事項を定めるものであり，以

下概要は次のとおりとなっている。

1．策定に当たっての考え方

わが国の森林は，人工林が1,000

万haを超え，森林資源造成の基礎は

おおむね確立したがその大部分は育

成段階にあり，間伐，保育等の適切

な森林施業が必要である。また，天

然林については，各種公益的機能の

高度発揮や優良広葉樹材等多様な木

材需要への対応の面から整備を図る

ことが重要である。

2．計画策定の新たな視点

①森林の機能区分を,従来の保健

保全機能を生活環境保全機能と保健

文化職能に2分し，全休として5区

分とする。②森林の施業方法の区

18-雷一事?幸一連…＝n国…完貝罰鼎P翠昼甘霊伍些室－－.蓮＝王言タキ日言…塔一錠一幸一一一…=･え-尾＝■r，－負…一口－＝も~■産苫云一顧…一一罰函守01

雪による被害の

多い中高齢林
61年の森林気象災害は，3月にこ

れまで比較的雪害の少なかった首都

圏，近畿圏等を湿雪が襲ったことな

どから，被害区域面積53,000ha,

被害額233億円と，最近では豪雪の

あった55年，56年に次ぐものとな

った（図・1)。

また，61年の雪害による被害を

齢階別にみると，21年生以上の林

分が，被害区域面積の半数，被害額

の7割を占めている（図・2)。

近年における気象災害の特徴とし

て，このように中高齢林に雪害が多

く発生していることが挙げられる。

この原因としては，戦後，拡大造

林により職極的に造成された人工林

が冠雪害を受けやすい林齢に達した

ことが考えられる。幼齢木は，雪圧

によって倒伏することはあっても，

臘溌綴篭蕊諜難蕊:職藤蕊I

万ha
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一一一一育成天然林を117万ha造成する。

これにより，複層林および育成天

然林はそれぞれ33万lla,160万ha

となる。

（3）林道等の開設延長

林道は67,9001m1を計画。この

結果，林内道路密度は61年度現

況の11.3m/haから14.0m/1,a

となる。

（4）保安林の指定計画鐙

保安林は現在，森林面積の3割

以上に及ぶが，なお44万haを指

定し，この結果903万haとなる。

（5）保安施設事業の計画量

山地災害の防止を図るため，保

安施設事業を緊急に進め，主要事

業である山地治山事業について現

行の116％に当たる198万11aの荒

廃地等の整備を行う。

抄

》
五
山
文
学

林
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
｛
］
］
一
一
再
一
一
一
一
』
一
一
一
一
一
宇
一
『
｛
軍
｝
｜
』
｛
南
一
国
｛
一
｛
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

美
濃
源
氏
土
岐
氏
の
発
祥
の
地
記
念
碑

三
．”．‐・~~．‘三

目＝

三近ごろ，美濃紙の歴史を折にふれで，1435～93年までの記録がある）冒
冒 三

言て調べているが，13世紀後半からには，美溌紙の贈られたことが，し三
二 ＝

冒16世紀までの300年にわたり，京ばしば記されている。美濃紙の主な言

篭譲鴬簿蕊篭壼
冒五山とは,禅林の宮寺制度における大きかったといえる。冒
三寺格で，京都五山（南禅寺,天竜寺，そのころの美濃国での紙を生産す三
＝ 三

三相国寺，建仁寺，東福寺，万寿寺)，る「紙郷」の広がりは，武儀川流域言
三 三

言鎌倉五山（建長寺,円覚寺,寿福寺，が主であった。すでに奈良時代のこ三
三 三

三浄智寺，浄妙寺）があった。これらろから紙づくりが行われていたが，三
＝ 三

三の禅林を中心として，漢詩文，書，しだいに発展し，室町時代には「紙三
三 三

冒画が栄えたのである。祠が開かれるまでになっていた。二
言 三

三ところで，五山文学を担った禅僧これ以後もますます栄え，江戸時代三
三 二

三たちと美濃国との関係は，因縁浅かのころになると，「山吹のはなか三
三 三

三らぬものがあった。領主の土岐氏はみぷくる紙入れにみのひとつだ三
三 三

言代々，禅宗を保護し，数多くの禅寺になきぞかなしき」（蜀山人）の三
三 三

三を建立し，また，京都から戦乱を逃ように，美漉紙が紙の代名詞にまで三
三 三

言れた数多くの禅僧を迎え入れた。南なっていた。「奥座敷美濃を外し言
三 三

三禅寺，相国寺の住持であった横川景て伊予をかけ」（柳榑）では，美三
三 すだれ三

三三が美濃に難を避け，贈国有縁吾濃は障子，伊予は縦を意味してい目
＝ 三

三避乱」と述べたのは，この一例である。三
三 ＝

三る。五山文学の栄えたころ，和紙は賞三
三 三

三禅僧の往来とともに美渡紙もそれ重な製品であった。大切な紙に，一三
号＝ い んりょうけんにらろく三

三にともなった。「蔭凉軒日録」（相国字一句，書き残したものが現在に伝三
三‘たつらゅうろくえん＝
三寺塔頭鹿苑院蔭凉軒主歴代の日記えられたのである。（筒井辿夫）三
＝ 言
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I＝二.醒一一命一一一吋垣弐三…－1

しなやかで折れることが少ないた

め，雪起こしをすることにより元の

状態に回復させることも可能であ

る。しかし，林木が成長して幹が堅

くなってくると，樹冠に積もった雪

の重みによって幹が折れる冠雪害が

多くなってくる。折損木は復元する

こともできないし，利用することも

難しいため，このような被害は，林

業経営に大きなダメージを与えるこ

とになる。

気象災害や火災等により生じた損

害をてん補し，林業の安定化を図る

制度としては，森林国営保険，森林

共済(全国森林組合連合会)がある。

しかし，私・公有林の人工林のう

ち，これらに加入しているものの面

積割合は約3割と低く，しかも幼齢

林に偏っているため，近年の雪害の

発生状況にかんがみ，幼齢林のみな

らず中高齢林の加入を促進すること

が重要となっている。
｜…吟一声■＝乏麺＜【 壺ーB産画“グー会’
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戸文化や浪花文化に無関心な人たち

が集まり過ぎたことも，その大きな

原因であろう。

このような大都市の中で，神戸の

市街地では地域文化の特色を強く感

じる。神戸の町を歩いていると，な

るほど，明治大正時代に多くの外国

人が住んでいた町だという思いがす

る。一般住宅でも，数軒の棟続き住

宅が，道路端から1間半ぐらいも引

っ込んで建てられ，個々の家の境に

塀を立て花木の植込みが造ってある

といった気の利いた風景に出会うこ

とも少なくない。さらに，主な通り

の歩道は広く，赤や白のれんがが欺

かれ，住民も行政も一緒になって地

域文化を発展させようとしているこ

とがうかがえる。

そんな神戸のある路地で，しゃれ

た入口のある建物に出会った。着

しゃれた入口
うとする人々の地域文化に対する配

慮が，独特の文化的雰囲気を持続さ

せているわけである。京都や高山な

どは，そのような町を代表するもの

であろう。反対に，東京や大阪には

地域特有の顔がない。それはもちろ

ん，空襲で古い町並みがなくなり，

防空壕やバラック小屋から再建され

たということもあるが，全国から江

地域の文化的特徴が見られる町並

みがある。それは，古い家並み力轤

っているというだけでなく，新しく

建築される家までも，古い様式を外

観に取り入れて，地域の特色を保と

１
１

瀞
岬
毎
司

穂 _』

崖

I
固
瞳
Ｊ

零
．
召 曇《

公
も

､麺
しゃれた玄関（出入口）

建築設計家滝沢隆（禁無断使用）

上

恥R‘坂道に面した入口（神戸市内）

最近の森林づくりは，これまでの

針葉樹造林中心のものから，複厨林

の造成，天然林施業および広葉樹林

の造成など，風致，環境保全等も考

慮した多様な森林をめざす方向に変

化してきている。天然林施業等を目

的とした多様な森林づくりを推進す

ることは，より自然力を利用するこ

とでもある。このような新しい森林

づくりは，結局対象とする森林の櫛

造や璋境に応じた取り扱いをするこ

と，すなわち，適地に適木を造成す

ることである。

適地適木の判定には林床植生の利

用が効果的で，環境指標植物として

価値の高いものが数多く報告されて

いる。とりわけ，シダ植物は指標価

値が高い。しかし林業人にとってシ

ダ植物は，西南日本では下刈りの対

象であるシダ，ウラジロであり，東

北日本では山菜としてのワラビ，ゼ

ンマイ等であって，指標植物として

はなじみが比較的薄い。

編者の故倉田先生は腰はシダ植

物の主要な種類を約100種覚え，実

地についてその環境指標性を会得さ

れることを期待したい」と『林業と

シダ』と題したエッセイの中で，ま

た，「その東洋的な，寂のある深い

愛しさを秘めており，親しめば親し

むほど味わいが出てきます」とシダ

の魅力を述べられている。栽培鑑蛍

の価値もあるシダ植物は標本がつく

りやすく，仕上りもきれいで，初め

ての人でも取り付きやすい。まずこ

れに親しむことをお勧めしたい。そ

のために本書は，やや高価であるが

適切な師となろう。またシダに興味

のある人には，さらに深い知識が得

られるような編集となっている。

企画は日本シダの会によるきわめ

てユニークな本である。この会は，

故行方沼東氏によって，1952年に

設立されたシダを愛する人々の集ま

冨剛語冊
い△

臺里敏鬘編

日本のシダ植

物図鑑'~8巻

発行

東京大学出版会

〒113束京都文京区本郷7-3-1

束大構内

（露03-811-8814）

A4判

定価9,000～14,000円
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板には「プチ・ホテル」とあった

が，1階はレストラン，2階が小

さなホテルである。建物は薄いク

リーム色に塗られ，1階と2階の

窓があるだけの普通の洋風建築で

あるが，入口は周囲に調和して美

しい。家は少し登り坂の左手にあ

り，道端から2尺ぐらい奥に建て

られ，道端と建物の間の坂下側は

10段ぐらいの木製階段があり，

それを上がると2尺四方ぐらいの

ポーチがあり，そこから坂上側に

白タイル張りの階段3段を下りて

道路に出る。このはしご形の階段

には，木製の飾柱と縦桟木のある

手すりが立てられ，やはり薄クリ

ーム色に塗られている。入口は両

開きのガラス戸で，ポーチの上は

切妻風の軒があり，軒屋根は黒い

トタン張りになっている。

ただこれだけの職造であるが，

美しくしゃれた雰囲気をつくり出

している。

りで，現在，日本各地に約800人の

会員がいる。1974年から，これら

の会員による協同作業で，分布図作

製を中心とするこの本の発行準備が

開始され，1979年に第1巻が出，

第8巻で完了する予定である。（現

在5巻まで発行）

構成は種ごとの生態と胞子の写

真，精密な線画とそれらの解説から

なる。平易な解説，生態写真と特徴

が的確に理解できる胞子嚢群を中心

とした線画により，初心者でも容易

に種の同定が可能で，利用価値が高

い。なお，本書の特色でもある詳細

な分布図と証拠標本採集地のリスト

は，まだ見ぬシダとの遭遇を夢み

て，誌上での採集行等の利用もで

き，楽しい。欲をいえば検索表を続

巻に期待したい。

（林業試験場造赫部棚生研蕊姦）

初

西暦1998年,Dr・Asahi(仮称）

・は，森林総合研究所生産技術部でチ

ェンソーの超小型エンジンの研究を

していた。いや，していることにな

っていた。森林総合研究所がまだ林

業試験場であったころ,彼は,Back

tothefutureという映画を見た。

’その映画を見て以来，研究室でチェ

‘ンソーのエンジンを研究するふりを

，しながら，核燃料で時間航行するた
｜めのエンジンの研究をしてきたの

hだ。そして，ついに，今日，そのな
ぞめいたエンジンは完成し，茨城県

某所に隠し持っていたプルトニウム

を，識災したのであった。

草木も眠る丑三つ時,Dr.Asahi

はその車を芋畑のわきの広場に置

き，時間航行目標の針を2200年に

合わせた。キーを差し込み，セルを

回し，シフトレバーをワープに入

｜れ，アクーセルを踏んだ。外界の芋畑

が七色に変化した。不思議な音が5

‘秒ほど続き，最後に，パフッと間抜
、けな音がしてすべてが止まった。な

んと，芋畑はほとんどもとのままで

あった。2200年になっても筑波は

i依然として田舎なのである。現地時

間は，昼ごろかと思われた。と，そ

こに，1人の12歳ぐらいの未来少

年が歩いて来た。

「やあ，こんにちは」

「こんにちは」

「未来の畑も森もこんなふうなん

だね。なんだか安心したよ」

「あれ，するってえと，おめえさ

んなんだ，過去から来たってえよう

，な，物の言い方じゃねえか」
かわいくない言葉を使うガキだと

思いながらも,Dr.Asahiは尋ねた。

「僕は，実は1998年から来たん

P一
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夢

だ。でも未来の景色が1998年とあ

まり変わらないんで，なんだか，安

心しちゃったよ」

「おもしれえ野郎だなおめえ」

「ところで，森がこんなふうにも

とのままということは，林業もやっ

ぱりもとのままなのかな」

「なんだって,Ringyoだ。なん

でえ，そのしろものは」

Dr.A"1立は一瞬どきっとしなが

らも，1998年の林業は，かくかく

しかじかのものであったと説明し

た。未来少年は不思議な顔をしなが

ら,Ringyoについては，その少年
の同僚も教授たちもだれも研究して

いないといった。この少年は，なん

と筑波大学生物資源学部の4年生で

あった。未来社会には，やはり，飛

び級があり，この少年は,IQのと

びきりいい早熟少年だったのだ。こ

の少年は，ボケッ1,から，生物資源
用語集を取り出し,Ringyoを引い
てみた。用語集には次のように書か
れていた。Ringyoa(古語）森林を
産業の対象としてとらえた概念で，
2100年ごろまで「林業」という字
をあてて用いた。－沈黙が69.8

秒続いた。この少年に何と言ってや

ろうかと思考したが結論を得なかっ

たので，仕方なしに「フン」といっ

た。彼は車に乗り込み，1988年を
時間航行目標として出発した。現在
構じられている研究・施策により，
何通りもの未来があるはずだ，どの
ような選択肢が2200年の状況を生
みだしたのか。今度行く1988年の

研究・施策がどんなものであったか
をよく見て来ようと思った。

（えいしよう）

(この柵は綱集委員が担当しています）

林業技術No.5501988.1



幾寅産カラマツ人工林材の材質

北海道立林産試川口信隆ほか

林産試験場報No.426

1987年11月P’1～12

幾寅営林署産の長伐期大径材カラ

マツ（67年生人工林材)の樹幹内の

年輪幅や比重など材質特性および製

材品質について試験を行った。その

結果は次のとおりである。

1)比重や強度的性質は，樹幹内で

髄から樹皮に向かって規則的な変動

を示した。

の樹幹内の未成熟材部は髄が約

15年輪,また約6cmまでで，その外

側が成熟材の部分となる。

3）通常，素材の品等は節に影響

されるが，製材品では節により格外

になるものは少なかった。

4)乾燥後の製材品では曲がり，ね
じれ，割れについて従来より上位等

級にランクされるものが多かった。

5)実大材の曲げ強さは，心持ち角

材が弱く，心去り角材が強い，心割

り角材と心がかり角材はこれらの中

間の強さであった。平割り材の強さ

は心去り角材に比べて同等かそれ以

上であった。

カラマツは，その性能を十分に発

揮するには40年以上を必要とする

力､本供試材はなおおうせいな生長

を続けている。

複層林への誘導と自立経営の試

み－升田忠男氏の林業経営

（石川県田鶴浜町）

京大農北尾邦伸

山林No.1243

林業技術No.5501988.1

1987年12月P､15～21

升田氏の林業経営は，第26回農

林水産祭で大日本山林会会長賞を受

賛した。升田家の所有山林面積25

11a,うち人工林スギ1611a,ヒノキ

1ha,アテ4.511aでスギは高齢級林

分が多く，アテはⅢ～Ⅳ齢級以下，

ほかにスギ造林地約10haにアテが

樹下植栽されている。

経営の特色として複層林への誘

導，単木的商品生産，自立林業経営

志向について述べられている。複層

林についてみるに，この6年間皆伐

せず，主に高齢スギ林の抜き伐りで

収入を確保し，この「択伐」林分お

よび若齢間伐林分にマアテ（一部ク

サアテ）の樹下植栽が施され，容易

に二段林，三段林の複層林が造成さ

れていく。県の試算によれば皆伐跡

地再造林にha当たりスギ植栽で70

万円，アテ植栽で97万円を要する

が，ここではほぼ不必要とのことで

ある。苗木は空中とり木法によっ

て，自家生産されており，高密度路

網の一環として作業道の開設に努力

している。

風致的機能を重視した施業

林試藤森隆郎

森林組合No｡210

1987年12月p.20～23

どのような目的の森林であって

も，森林には本来風致的機能が備わ

っている。ここでは純然たる風致林

施業ではなく，経済性を含めた森林

の多目的機能の中で，風致的機能も

できるだけ高めようとする森林施業

方法について述べている。

以下，森林のタイプごとに（落葉

広葉樹林,常緑広葉樹林,針葉樹林，

混交林）その風致的特徴を概観し，

それらの配置や施業法を検討してい

る。人工林は伐期をできるだけ長く

し，高木，大径木が含まれる森林の

造成，自然力を生かし広葉樹林の適

度な配置，針葉樹人工林内に高木性

の落葉樹の配置，あるいは落葉広葉

樹林の中に針葉樹を植込むなど，風

致的効果を配慮した木材生産が望ま

しいとしている。

ヒバ小径木利用による支柱生産

青森・大鰐営林署佐藤幸也

機械化林業No.408

1987年11月p.47～51

管内のヒパ林には形質不良木がか

なり残存している。稜極的な天然林

施業を行うこととしているが，ヒパ

の小径木や形質不良木が相当量伐出

されることが見込まれ，その利用開

発が急がれている。

ヒバの特性である耐久性，強じん

性を生かした利用方法を検討した結

果，リンゴ園用支柱に相当の需要が

あることがわかった。枝又を活用し

て“枝又つき”支柱をとるように

し，このように採材できないときは

末口に“切込み”を入れた。その結

果，市販の塩化ビニール製や造スギ

丸削りに比べて約2/3の安価で生産

でき売れ行きがよかった。したがっ

て,m3当たり86,000円で販売でき，

これはヒバの高品質材に匹敵する。

なお，ブドウ園支柱にも適する。



天然林における稚幼樹の動き

(Ⅲ)－上層樹種の組み合わせ

の違いと稚幼樹の分布

林試・北海道支場岸田昭雄ほか

北方林業No.465

1987年12月p･16～19

天然林（主として針葉樹）の樹冠

下の稚幼樹の分布は1屑（上層樹冠

が単層の場合）に最も多く，次いで

0層(上層樹冠が存在しない場合)，

2層に多く，層数が多くなるにつれ

て漸減の傾向をとる（前報告)｡そこ

で，上層樹種の違いが，その樹冠下

の稚幼樹の分布に与えている影響の

実態を検討した。

トドマツの稚幼樹の分布は，相対

的にトドマツを最上層とする組み合

わせの樹冠下に多く分布する傾向が

みられる。エゾマツでは，エゾマツ

を最上層とする組み合わせの樹冠下

よりも，トドマツを最上層とする組

み合わせの樹冠下に，より多く分布

する傾向が大きい。

林業経営の最近の動向について

－昭和60年林業動態調査結

果から

林試坂口精吾

林業経済研究No.112

1987年11月P.88|～92

林業経営を取り巻く環境は依然と

して厳しい。この報告では，厳しい

環境下にあって林家(5ha以上）の

山林保有，経営構造がどう変化し，

また林雲隼産活動をどう展開してき

ているか，を昭和53年時点と比較し

ながら，その動向をたどっている。

林家の林業生産活動は全般的に停

滞傾向にある。植伐頻度は低下傾向

を示し，保育，販売活動もほぼ同様

である。間伐だけが増加傾向にある

が，それも要間伐林分の約3割をカ

バーしているにすぎない。こうした

不活性化の要因は，木材価格の低落

などによる収益性の低下，それが育

林投資への意欲を鈍らせているとみ

られる。

耐水性パーティクルボードの製

造(1)－マレイン酸／グリセ

リン混合物水溶液処理について

北海道立林産試藤本英人ほか

林産試験場報No｡426

1987年11月p.18～21

パーティクルポードの利用は増大

するとみられているが，耐水性，耐

湿性に不満があり，利用範囲が限ら

れている。この欠点を改善するため

にいろいろの方法が研究されたが，

実用的とはいい難い現状にある。そ

こで，マレイン酸／グリセリン混合

物水溶液で処理したところ，良好な

結果が得られた。

カラマツ削片に絶乾木質あたり5

～15％のマレイン酸／グリセリン混

合物水溶液(MG)を噴霧した後，

常法にしたがってパーティクルポー

ドを作製した。浸水時の厚さ膨澗

率，吸水率の著しい減少，曲げヤン

グ率およびはく闇鱗さの著しい向上

など，耐水性パーティクルポードが

安価に生産できる。

木質ボードの製造技術および装

置・プラントの進展／4.蒸気

噴射プレス法

京大木材研究所川井秀一ほか

木材工業No.489

1987年12月P､23～26

蒸気噴射プレス法を用いた場合の

マット内の温度変化と熱圧時間，さ

らに材質への影響について説明して

いる。

イソシアネート樹脂接着剤を用い

ると,40m程度までの厚さのボー

ド製造では，熱圧時間が1～2分程
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度で熱盤プレス法に対し1/5～1/10

まで短縮できる。材質への影響につ

いては，熱盤プレス法と比較して曲

げ性能が若干劣るもののはく離強度

は著しく向上し，寸法安定性も向上

し，さらにボード側面の平滑性や木

ねじ保持が改善され家具用途に適す

る。このプレス法は生産効率が高

く，省エネ，省資源・省資本型とし

て将来飛躍的な発展が期待される。‐

リードロープ巻取器の考案

熊本営林局機械化技術指導所

門田共弘

機械化林業No.408

1987年11月p･43～46

現在のリードロープ巻取方法は危

険度が高く，労力も多く要するの

で，安全かつ能率的な巻取器を考案

し試作した。

その織造は，集材機ディスクブレ

ーキの抜穴を利用し，シャフト片側

部をボルトで3箇所固定して取り付

ける。そして，このシャフトに6つ

のフランジを差し込み，そのフラン

ジ間に1,0001nのリードロープを5

束程度に巻き取る。本器の特徴は①

軽量で取り付け，取りはずしが容

易，②機械が巻き取るので安全か

つ効率的,@1,000mのリードロー

プを5束程度に区分して，次回の作

業にそのまま使用可能，④リュッ

クのように背負えるので，斜面の上

り，下りに両手を使用することがで

きるなどである。

○石井正典：ヲ噸雪地方の山地

流域に適用する長期流出モデ

ルについて

水利科学No.178

1987年12月p･34～51

林業技術No.5501988.1
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林 業関係行事一覧

1月

区分

中央

名古屋営林支局

行事名

新年名刺交換会

白鳥貯木場改設記念新春ヒ

ノキまつり

期間主催団体・会場・行事内容等

1.4林野庁はじめ関係団体の代表出席。三会堂9階ホール(東京港区赤坂）

1.18名古屋営林支局。熱田木材販売所。名古屋営林支局熱田木材販売所の

白脇貯木場を陸士場として改設する記念に，長野木曽谷材ほか管内名

署から優良材を1,200m3集め，机上単価入札を行う

1.18～20林野庁。林野庁会議室

1.19林野庁｡グリーン会館｡茨城県～静岡県の14都県の事業担当者打合せ

1.19～20腿林水産省。農林水産省7階講堂。昭和63年度予算等鋭明

1.20～21熊本営林局。局大会議室

1.21～22林野庁｡農林水産省会議室｡都道府県事業担当者

1.21～22林野庁。広島県。鳥取県～高知県の9県の事業担当者打合せ

1.23木造建築研究フオラム。熊本県小国町。「木材地場産業の活路」をテ

ーマに，難調報告「悠木の里つくり」（宮崎小国町長),基鯛諦演「山

村の擬興と地場産業の育成」（清成法大教授)，事例報告，討舗会など

1.26～27林野庁。山形県。北海道～福島県の7道県の事業担当者打合せ

1.26～27徳島県ほか｡徳島市｡県内で生産されるしいたけを広く一般に展示し，

特用林産物の振興発展に寄与する。優秀品に対し林野庁長官蛍を交付

1.27国土庁・福島県・阿武隅地域総合開発推進協議会。福島県田村郡小野

町。四全総による丘陵地壌の関発モデルとされている阿武隅地域が，

農林業・工業・観光産業等の諸産業を握興し，定住を図るために何を

なすべきか「ゆとりと技術の地域づくり」をテーマに検討する。500

人の参加者を予定

1.28～29林野庁。愛知県。岐阜県～和歌山県の9府県の蕊業担当者打合せ

中央営林(支)局造緋・作業課長

会議

関東・甲信越民有林林道事業ブロック会

蟻

中央農林水産関係都道府県主務

部長会議

熊本営林局昭和62年度業務研究発表

会

中央昭和63年度治山･保安林関

係事業打合せ会議

中国・四国民有林林道事業ブロック会

艤

熊本第7回木造建築フォラム

東北・北海道民有林林道事業ブロック会

議

徳島昭和62年度徳島県しいた

け展示会

福島地域政策フォーラム

中部・近畿民有林林道事業ブロック会

蟻

九州・沖拠〃

名古屋営林支局業務研究発表会

林野庁。佐賀県。福岡県～沖縄県の8県の事業担当者打合せ

名古屋営林支局。支局会議室。発表予定課題29題。29日午後に表彰

式

帯広営林支局。支局会議室

９
９
２
２
－
－
８
８
２
２
Ｌ
Ｌ

帯広営林支局昭和62年度業務研究発表

会・地域活動体験発表会

中央第12回擬動障害研究会

1.28～29

1．29 林野庁。三会堂ピル。国有林における振動障害について，全国各地か

らの産業医が研究発表を行う

第21回林業技術シンポジウムのお知らせ

課題『林地を生かした特用林産物の栽培』

（特別講演）星薬科大学名誉教授伊沢一男
（発表者）宮城県林業試験場長佐藤末吉（山
菜)，福井県総合グリーンセンター特産科長朝
日善次郎（薬草)，福岡県林業試験場専門研究員
野中重之（タケノコ）
日時昭和63年3月11日（金）10～16時

1． 3．会場家の光会館（東京都新宿区市谷船河原町
11雷03-260-3198）

4．主催等全国林業試験研究磯関協議会（後援／林
野庁，協賛／大日本山林会・日本林業技
術協会・全国林業改良普及協会・林業科
学技術振興所，日本特用林産振興会）

5．参加費無料2．

林業技術No.5501988．1
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2 月

主催団体・会場・行事内容等

林野庁。農林水産省会蟻室。間伐，造林，育種・種苗・緑化のそれぞ

れの都道府県事業担当者との打合せ

林野庁。艇林水産省会議室。都道府県事業担当者との打合せ

林野庁。農林水産省会議室。各都道府県事業担当者との打合せ

期間

2.2～3

区 分行事名

巾央昭和63年度造林課関係予

算打合せ会議（分科会）

〃 〃（個別会議）

〃 昭和63年度治山･保安林関

係事業計画打合せ会議

宮崎シンポジウム「森とむらと

森林化社会」

８
０
１
１
－
－
８
９
２
２

2.11宮崎県・NIRA・(財)森とむらの会。宮崎県高千穂町自然体瀧村管

理センター。課題『新たな山村の創造をめざすフォレストピア宮崎椛

想』。記念講演「森林と人間」(NIRA理事長下河辺淳),パネル
ディスカッション（コーディネーター／森巌夫，パネラー／甲斐重勝

・秋本治・小嶋勝術・今野由梨・田中亮二の各氏)(13:00～17:0の

※参加申し込みは，往復ハガキで1月20日までに事務局まで。（宮崎

県林務部林政課内「森とむらと森林化社会」シンポジウム事務局。電

話0985-24-1111（代表）内線2294～2297）

2.15～19林野庁。林野庁会議室。各都道府県事業担当者との打合せ

2.15～26林野庁。林野弘済会。各都道府県説業担当者との打合せ

2.15～26林野庁。農林漁業信用基金後楽事務所。各都道府県事業担当者との打

合せ

2.22～26林野庁。三番町分庁舎。各都道府県事業担当者との打合せ

央昭和63年度森林組合課関

係予算打合せ会議

昭和63年度森林保全課関

係予算打合せ会識

昭和63年度林業金融予算

打合せ会議

昭和63年度研究普及課関

係予算打合せ会議

昭和63年度林産課関係事

業予算打合せ会議

中

〃

〃

〃

…‘|灘蜜璽霧簔壼(劉凰憾金嫁会議で木獄会"｡…職
〃

東村雨木
がんぐ

4．カラクリ玩具

越I#!富山の利賀村では，かつてカンジキ，雪グワ，
手ゾリ，こればちなどの生活民具が盛んに作られた。
この伝統的な手作り技術を生かし，村内の小径木を活
用してきわめて単純な仕掛けを使い，ちょっとした動
きのある玩具として作られたのが本品である。

作品全体の雰囲気は，郷土色豊かな個性のあるもの
であり，山村の生活，自然，動物，民話，民謡，伝説
などをもとに作られている。努めて着色や飾りたての

ない製品に仕上げることを心がけ，ホオノキ，サルス

ベリ，ウリハダカエデ，ミズキ等の木の持ち味を十分
生かしており，懐かしいふるさとの木や土の香り，ぬ

くもりを感じさせるものである。玩具としてのみなら

ず装飾品としても十分活用できる。全国推奨観光土産

品審査会等において各種の蛍を受賞するなど，製品の
良さは高く評価されている。現在，三十数種の作品が

制作されており，広く県内外で販売されている。

○制作／販売キツツキ玩具工房

（〒939-25富山県東砺波郡利賀村上畠

240獄0763-68-2149）

○価櫓1,500～4,500円

○登録等一

木挽き(4,000円）

山鳥(4,000円）

林業技術No.5501988.1
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俊男筒井迪夫織邦夫
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昭和63年

元旦

理 事

I 監
顧
事
問

：
職員一

：
'"v…”v"……､…v”

依頼先：川鉄鉄構工業K.K
期日：12月7日

講師：調査第一部課長水'二正昭
内容：林野開発上の手続および

治山事業調査」第1回委員会を開
催した。

4．12月21～22日，宮城県利府町
において，「リモートセンシング

による山地災害モニタリングの開
発調査」第2回委員会を開催し
た。

|協芸:の,ぅご'琴’

◎常務理事会知識について
昭和62年度第3回常務理事会を◎調査研究部関係業務
次のとおり開催した。1．12月4日，熊本県人吉市におい
n時：昭和62年12月18日て，「南九州中部地域整州計画鯛
場所：本会5階会議室査委員会」を開催した。
議案：昭和62年度会務運営に2．12月14日，高知市において，
ついて「四国南央地域整備計画調査委員
鈴木理事長より説明会」を開催した。

出席者：鈴木，長谷川，江藤，尾。調査部関係業務
崎，上飯坂，栗原,滑川，1．12月7日，本会会議室におい
松田，吉田，佐藤,村松，て，「松くい虫被害対策実態調査」
（監事）新庄，光本，（願に関する検討委員会を開催した。
問）猪野，坂口，福森，2．12月9日，島根県加茂町におい
小畠，惨与）林産課長，て，馳域防災対策特別整備治山
計画課長，造林課長，林事業調査」第2回委員会を開催し
道課長，治山課長，経営た。
企画課長計23名3．12月12日，長野県南木曽町に

◎講師派遣おいて，馳域防災対策特別整備
＝毎吟一~ーｰ畳■一一一一一一一一一一一一一一ﾛｰｰｰｰｰｰﾛ一一一・一・一~一一一一一争匂一一一寺
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林業の活力を推進する林野弘済会

公益事業

林業振興事業〈緑化事業・グリーンサークル＞

試験林造成事業<本部・青森・秋田･前橋・大阪・熊本支部の部分林育成〉

福祉厚生事業く林野関係在職者・退職者の福利厚生支援＞

育英事業〈林野関係在職者の子弟へ育英資金助成＞

子弟寮受託事業<林野関係在職者子弟学生寮の受託事業＞

退職互助年金事業〈林野関係退職者の共済組合年金の補完＞

収益事業

物品販売事業〈林業関係資材・機械器具・薬剤・安全用品販売＞

出版刊行事業〈林業関係図書・林野定期刊行物の編集発行＞

生産物販売事業く苗木・庭木・街路樹・盆栽・果実・森林の水等販売＞

調査・測量事業〈森林利活用に伴なう調査・測量・環境アセスメント、保安

林の解除、国有林の借受申請の調査設計図書類の作成、森林諸計画

立案、山林の評価＞

森林土木事業〈道路法面・その他施行跡地の緑化、林道・えん堤・崩壊地復

旧の調査設計と監理＞

電子計算センター〈林野庁・営林局・森林開発公団・林業信用基金等の林業

関係システム開発、プログラムの作製、各種調査の機械集計＞

施設利用事業<営林局署が施設したものの中宿泊所・保養所・研修寮･食堂・

理髪所・キャンプ場・避難小屋ヒュッテ・自然休養林等の管理運営
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且
■
Ｆ
・
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口

の受託＞〈直営の売店食堂・宿泊所・駐車場の運営＞

保険代理事業<団体定期・成人病・がん医療・一般生命・損害・交通傷害．

自動車損害賠償責任等の保険の代理事業＞

不動産事業〈ビル貸室・駐車場＞

以上の事業を推進しながら、林業の振興・活力ある森林の

育成をめざしております。
昼
■
ｒ
垂
の
且
巳
ロ

〒112東京都文京区後楽1－7－12（林友ビル）

TEL東京(03)816-2471～8

振替口座東京2-195785

FAX(03)818-7886
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林野弘済会財団法人
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日本林業経営者協会は

企業的林業経営の育成強化を目ざし

●魅力ある山づくりのための経営相談●林業経営の法人化推進

●林業経営の在り方の調査研究●内外林業情勢の調査研究

●林業税制・金融の改善についての調査研究・提言

●林業経営の研修・視察●広報活動『林経協月報』『林経協情報』

●林政会(当協会の政治団体〉を通じ国会活動を行なっています

＊入会をご希望の方は下記へご連絡下さい

社団法人

日本林業経営者協会
〒107東京都港区赤坂1丁目9番13号三会堂ビル9階含東京(03)584-7657

財団法人 日本木材備蓄機構
事業

1．備蓄のための製材（建築用構造材）及び合板(建築用普通合板)の買入れ，
保管及び売渡し

2．国内及び海外の木材の需給及び価格の動向についての情報の収集，整理及
び提供

3．生産方式の合理化等に必要な設備の設置，過剰な生産設備の廃棄等木材産
業の体質強化を促進するための助成事業

4．木材流通の改善に必要な木材乾燥設備のリースによる導入についての助成
事業

理事長小笠原正男

中村専務理事廉

〒112東京都文京区後楽1－7－12林友ビル2階

電話（03）816－5595（代）



農林漁業を撮り続けて40年

ビデオ20分ビデオ22分

林間放牧｜木の住まい
日本古来の木を使った住まいの良さを、

科学的な実験を基に紹介しています

林内に家畜(母牛と仔牛)を放牧して、

林業家は下刈りの省力化、畜産家は飼

料と労力の節減。

その方法の紹介

映画・ビデオ・スライドの製作及び広報、文化活動
の御相談は全農映へ／

、_…_幽楓一一一

蕊全国農村映画協会〒'"東京都新宿剛TELO3-
宿5-17-11
白鳳ビル
208-5995

’ li〔最新刊〕

●
地
球
社

林
業
雑
木
法
第
加
条
の
規
定
に
よ
っ
て
政
府
が
た
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
森
林
演
源

に
関
す
る
雄
本
計
伽
」
並
び
に
「
砿
要
な
林
雌
物
の
禰
要
及
び
供
総
に
関
す
る
焚
期
の
見

通
し
」
が
去
る
７
月
型
日
、
７
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
。
本
諜
は
、
関
係
各
方
面
か
ら
の

要
望
も
あ
っ
て
、
新
た
な
森
林
盗
源
基
本
計
卿
と
林
産
物
需
給
の
長
期
見
通
し
の
策
定
に

際
し
、
蛎
務
当
局
と
直
接
関
与
し
た
も
の
の
手
に
よ
る
解
説
番
で
あ
り
、
今
後
の
森
林
・

林
業
の
発
展
に
壷
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

全
図
総
合
開
発
計
画
は
、
昭
和
〃
年
の
第
一
次
の
計
画
か
ら
昭
和
魂
年
の
第
三
次
全
国
総

合
開
発
計
画
に
至
る
ま
で
三
次
に
わ
た
り
策
定
さ
れ
て
き
た
が
．
或
る
６
月
鋤
間
に
第
凹

次
全
図
総
合
開
発
計
画
（
四
余
総
）
が
閣
搬
決
定
さ
れ
た
。
本
呼
は
、
班
世
紀
に
向
け
た

国
土
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
四
金
総
を
国
土
開
発
行
政
に
郷
わ
る
人
の
み
な
ら
ず
、
特
に
、

広
く
国
民
各
位
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
豊
富
な
図
表
等
を
用
い
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

森
林
組
合
法
は
．
昭
和
弱
年
の
単
独
立
法
化
以
来
ほ
ほ
加
年
振
り
に
．
事
業
範
朋
の
拡
大

森
林
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
整
備
の
推
進
、
管
理
遮
鴬
の
円
滑
化
等
を
内
容
と
す
る
改
正

が
行
わ
れ
、
去
る
６
川
幽
Ⅱ
公
布
．
施
行
さ
れ
た
。
本
譜
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
っ

て
、
か
ね
て
よ
り
森
林
組
合
法
の
詳
細
か
つ
明
解
な
解
説
餅
と
し
て
定
評
の
あ
っ
た
「
森

林
組
合
法
の
解
説
」
に
今
岡
の
改
正
の
趣
胃
を
わ
か
り
や
す
く
脱
き
明
か
し
て
改
訂
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。

森
赫
識
画
醗
牢
蛮
云
編

Ａ
遍
制
燕
難
域
犠
盲
溌
澪
鐸
狐
錘
鑑
識
遜
職
恩
塗
諏
捌

議
蕊
蕊

＃
Ａ
繊
判
燕
騨
瀞
ぴ
蕊
辮
定
価
織
鱸
賦
砿
厭
周
謹
乖
猟

球葱

詞
霧
蕊
襟
譜
穏
轤
溝
ｘ
ｏ
〒
五
八
九
’
二
九
ｏ
二

振
替
口
座
東
京
二
－
一
九
五
二
九
八
番

黙



国
産
材
振
興
と
国
有
林
材
の
販
売

回
■
■
ｇ
■ 林剛

新
た
な
識
況
に
ど
銭
対
処
す
る
《
か
１
》
率
国
有
赫
赫
研
究
会
編

安
藤
友
一
・
池
知
正
水
・
中
川
藤
一
共
著

木
材
流
通
が
変
わ
る

ｌ
明
日
を
ど
う
拓
く
か
Ｉ

睡
最
新
刊
団

林|？
災

｜
I

道
造
災
害
復
旧

災
害
復
旧
工
法
の
具
体

迫
研
究
農
編
ｒ
Ｉ
ｉ
ｌ

雄

『

●
書
評
か
ら
ｌ

『
林
業
技
術
』
、
月
号
ｌ
林
業
・
木
材
産
業
の
経
営
者

に
と
っ
て
の
実
践
的
な
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
、
行
動
の
指

針
を
与
え
て
く
れ
る
。

『
林
材
新
聞
』
％
ｌ
木
材
流
通
に
関
わ
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
す
べ
て
の
林
材
業
人
士
必
見
の
書
。

『
林
経
新
聞
』
％
ｌ
川
上
か
ら
川
下
に
い
た
る
変
化
の

諸
相
を
解
明
、
具
体
的
戦
略
を
平
易
な
文
章
で
明
示
。

四
六
判
二
七
五
頁
一
、
八
○
○
円
〒
剛

虫

復
四
六
判
二
八
○
買
価
一
尺
○
○
○
円
〒
川

体蘭

例
ｌ
Ａ
５
判
一
一
八
○
頁
二
、
八
○
○
円
〒
川

工
法
事
例

1,.;
肺
註

＃

諭
図
解
／
日
本
の
森
林
・
林
業

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
現
況
が
一
目
で
わ
か
る
／
、

豪
雪
地
帯
林
業
技
術
開
発
協
議
会
編

林
道
事
業
の
原
典
と
も
い
え
る
林
道
規
程
を
逐
条
解
説
／
、

林
道
規
程
ｌ
そ
の
解
説
と
運
用
Ｉ

日
本
林
道
協
会
編
Ａ
５
判
二
三
○
頁
二
、
二
○
○
円
〒
剛

同
編
集
委
員
会
編
Ｂ
６
判
二
○
○
頁
一
、
八
○
○
円
〒
剛

雪
に
強
い
森
林
の
育
て
方

集
第
皇

集

木
材
の
買
い
手
市
場
化
や
高
品
質
資
材
の
減
少

な
ど
鈴
国
有
林
材
の
販
売
と
関
連
木
材
業
界
に

か
か
わ
る
状
況
は
天
き
鷲
変
わ
っ
て
き
た
。
そ

う
し
た
中
で
国
産
材
振
興
の
視
点
か
ら
変
動

す
る
朧
況
と
今
後
の
方
向
を
解
明
。
国
有
林
材

販
売
の
あ
り
方
は
今
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
ど

う
い
う
諸
点
を
変
革
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら

繍
灘
雛
繍
職
辮
飛
璋
鐡
一
雲

林
道

に
、
・

か
ら
と
に
も
の
実
務
切
取
設
／
ほ
か
の
留Ａ

５
判
一
七
四
頁
二
、
二
○
○
円
〒
剛

災
害
の
復
旧
事
業
を
円
滑
』

各
都
道
府
県
、
市
町
村
及
一

提
出
さ
れ
た
災
害
復
旧
事
向

、
最
新
の
技
術
を
盛
り
込
〃

で
あ
り
、
災
害
復
旧
の
壬

に
直
ち
に
応
用
で
き
る
必
垂

の
り
面
〆
盛
土
の
り
面
／
》

橋
梁
／
防
護
柵
・
舗
装
？

、
林
道
災
害
復
旧
事
業
に
一

意
点
も
解
説
さ
れ
て
い
る
。

に
進
め
る
た
め

ぴ
営
林
（
支
）
局

例
の
資
料
を
も

ん
で
解
説
し
た

種
・
工
法
な
ど
、

携
書
。

擁
壁
／
排
水
施

各
復
旧
事
例
の

お
け
る
査
定
上

’
〒1.62,束
電話（畷）瀞 認聡蕊谷蕊を(東京）蕊轆藤瀞職灘日本林業調査会 例



刈
図面絵､写真、地図等のあらゆる面積を迅

速に､正確に読む，タマヤ酬 "シグーズ．

豊富な機能を備えたべｽﾄｾﾗｰの高級ﾓデルプリンタ機構付の最新型多機能モヨレ面積･線長を同時測定するｴﾘｱﾗｲﾝﾒータ

側刈Ⅲア凡刈棚かPM"ⅨS〃0
(専珊プラスチック収鯛ケース､ACアダプター付)¥85,000《専用ブﾗｽﾁｯｸ収編ｹー ｽ､ACﾁt･一ジｬー .卸“本付)¥98,500(専凧ブﾗｽﾃｯｸ収鍵ケース､ACアダプター付)¥135,000
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』
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畳
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1＃『0
PLANIX7の特徴

ロワンタ,ソチ､0．セ･ソト機能による,#iい操作性

■メートル系Cm2.m2,1ml2,インチ系in2,112,“reの
豊樹な選択lli位とパルスカウン|､モード

■メモリー機櫛による篭尺とり粒の保獲

画単位や締尺のわずらわい､計算は・切不要

■測定価オーバーフローも上位単位に自動シフト

■より測定糀I災を尚める自励算出の'ド均価測定

■累祇ml朧に便利なホールド機能
■理想的なタッチ方式と摩耗に強い将殊甜分束

PLANIX7Pの特徴

画小型･耐性能プリンタ機柵が、大切なデータを
舵鰍･保存し、イニシ1.ル貯号の入力によりデ
ータの幣耶が可能

ロドーナッ脈鯛徒が簡lllに竹えるマイナス伽撒
測定機能

■測定結果を側則計算に秒1jできる地点機能

ロワンタ･ソチ蛾0"セ､ソト機能

■メートル系.Cm2､m2,km世､インチ系in2,n2､acre
の咄桝な選択単位とパルスカウン}･モード

■111位や縮尺のわずらわしいj僻は、－一切不要

■測定賊オーバーフローもl:IMili位に自励シフ|・

ロより測定輔度を尚める自助算出の．¥均航測定

■大きな間形の累積測定に便利をホールド機能

■恢分l'liのスリップを防ぐ、理想的なタッチ方式

■峨粍によるエラーを防ぐ、特殊加工の積分'li

■無人ﾉﾉ状態5分で白仙仙に芯棚の切れるパワー
セーブ機能
･世界で般柳のプラニメーター叫則LSIをIWI発し
たスタッフが実理したローコス1.．ハイパフォ
ーマンス

PLANIX5000|の特徴

ローl'ilの測定で而枇・線」是を同時測定

■理想の入力機能：ポイントモード

■どんなに複雑な図形でもポイントモード．スI、
リームモードにより、簡単操作で鵡確測定

■微小図形もIE確に測定する線分解能0.05mmの
商性能小型エンコーダ

■測定結果を四IIM算できる電卓機能

■蝋寓な選択単位：メートル系(mm､cm,m､k''')、
フィート系(加､It､8'c"/y(1,mi）

■III位や縮尺の換算もコンピュータが胤勧'11･y

■設定された1t位や縮尺はメモリー機能によりバ
ックアップ

■測定精度をより間める平均値測定、大きな図形
の測定を可能にする累横測定

■測定随オーバーフローも上位単位へ自励シフト

･精度･耐久性に腱れたダブﾙグｲﾔモンドリング
ロ櫛エネ識1.のパワーセーフ機能とAC･DCの2芯
源方式

■座標･面積・緤跿のデータを外部出ﾉjするコネ
クター付

■AC･DCの2弛猟とバワーセーブ機能
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●先端技術で林業をとらえる,日林協のボｹｺ〃
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軽量なうえ携帯にも便利，だから現場作業

に適しています。

、ゴバソコン，マイコンに比べると，はるか

に安価です。

‐カナ文字採用ですので,見やすく,親し
みやすく,また,一般事務，計算業務な

ど活用できます。

日林協の織冶B役？
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いて而磯計算，図化上に必要な誤差調整したX・Y座標

値と面横が求められます。
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林道基本設計計算機卯

架線設計計算機

《特徴》

1．架空索による集材架線から簡易索張りに至るまて;IFI
内で使用されているほとんどの索張り方式の設青|計算が

可能です。

ま架線の設計データを入力するだけご精度の高い設制・

‘汁算普が作成されます。

翠今まで計算が困難だった安全率に応じた鐙大使剛荷噸
を求める計算式がプロク醤ラムされています。

林
業
技
術

《特徴》

＄、林道の中心線測餓における曲線設定に当たって，従来

の曲線表を用いるとI副じ感覚て；どの曲線因子からでも

必要な数値を求めることが現地で容易。

……交角法，侃椅角法，切線梅姫法，四分の¥--法

ヘアピンllll線の股瞳等

準一林道の工事数面l秋猟にお&､て，上積計算（両端断仙i職

平均法による）を,各測点におけるI折I薊砿データを入力す

るだけ-C区間錘の切j鯉世,磯'二蛙の計算が容易である。ｺﾝパｽ測量面程熊機北斗
入ﾉJしたデータをカセッI､に記憶させること力祠

‘没計変更等の再制錬も容易。
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また、

能で；《特徴》
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